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プロローグ








　アーレントの右腕にはまだ感覚が戻らなかった。

　こうなっては再び剣を握り、振り回すことはできないだろう。まして、魔獣討伐などもってのほかである。

　となれば、今ある地位を返上せねばならない。

　がっしりと鍛えられた身体の背筋を伸ばし、口元を引き締める。いつも、何を考えているかわからないと言われる表情であるが、今日、伝えるべきことは一つ。

　そんな思いで目の前の重々しい扉を叩く。

「失礼します」

　アーレントが訪れた先は、国王の執務室であった。

　ここはいつ来ても息の詰まる感じがする。草色の壁に沿ってずらりと高い本棚が並べられており、窓もない。ただ、白漆喰に金刺繍の施された高い天井は開放感を与える。

　この時間に訪れると伝えていたにもかかわらず、彼はアーレントを一瞥した。

「なんだ。アーレントか」

　国王は、部屋の奥にある黒紅色のどっしりとした執務席に座って、机の上の山のような書類に目を通していた。

「ちょうどいい。私もそろそろ休憩したいと思っていた。いいタイミングで来てくれた」

　とっくに四十歳を過ぎている国王だが、威厳に満ちた風貌でありながらも、どことなく若々しさが溢れている。

　ニヤリと笑った国王は、ベルを鳴らす。アーレントは、国王のこの笑みが好きではなかった。

　すぐさま控えの間に居た侍従がやって来て、国王はお茶を淹れるようにと口にした。

「私に話があるのだろう？」

　執務席から立ち上がった国王は、ぐるりとまわって赤銅色のソファへと移動する。

「君もそこに座りなさい」

「失礼します」

　侍従は手際よくお茶を淹れると、すぐに姿を消した。

「それで、私に話とはなんだ？」

「はい。実は、第五騎士団の団長の地位を退きたく」

　ヒクリと国王の口の端が動く。

「そうか。その手は治らぬのか？」

「あまり力が入りません。長時間、剣を握ることができないのです」

　アーレントは包み隠さず言葉にした。嘘をついても、この手のものにはすぐに気づかれてしまう。

　剣を握れないのは、騎士としては致命的である。まして、魔獣討伐を主に行っている第五騎士団となればなおのこと。

「わかった。だが、騎士団を退団することは許さぬ」

「ですが」

「君には指導者という立場で騎士団に残ってもらう。何よりも、これまでの魔獣討伐の功労者だからな。君のおかげで一つの街が救われた」

　真っすぐに彼から見つめられたアーレントは、それ以上は何も言えなかった。

　だが、騎士団に残れるのであれば、願ってもない話だ。むしろ、辞めたら何をしたらいいかがわからない。

「そうだ、功労者よ」

　国王は、敢えて彼を功労者と呼んだ。その含みをもたせた呼び方に、アーレントは眉をひそめる。

「国民や他の騎士からも、功労者には褒美をという声があがっているのだよ。だから私はいいことを考えた」

　国王がそう言って考えた内容が、今まで本当に『いいこと』であった試しはない。

　慰労会を開くと言われ足を運んでみれば、年頃の令嬢たちとのお見合いであるし、勉強会を開くと言われ参加してみれば、やはり年頃の令嬢たちとのお茶会である。どうやら、年頃の男性と女性の出会いを作りたいと思っているのが、目の前の国王なのだ。

「アーレント・カスキネン。君には『望む令嬢と結婚ができる褒美』を取らせよう」

　その言葉を聞いてアーレントはうなだれた。やはり『いいこと』ではなかった。

「陛下。俺は、結婚する気はないと……」

　彼の口調が崩れ始めたのは、国王に反論するためでもあるが、少しばかりの緊張が解けたせいでもある。

「知っている。だが、君も三十になった。いい加減、結婚をしろ。今回の活躍で君には爵位を授ける。となれば、慣例的にも妻帯してもらう必要がある。褒賞だと思って受け取ってくれ」

「相手の女性がかわいそうだ」

　怪我をして騎士を辞めるような男に、嫁ぎたいと思うような女性はいないだろう。恋人同士であっても、今後の生活の負担を考えれば破局を迎える者も多い。それはアーレントがかつての部下から、幾度となく相談を受けた内容でもある。

　独身で恋人のいないアーレントが口にできる内容などたかがしれていたが、それでも彼らには励みになっていたようだ。彼らは、誰かに話を聞いてもらいたかったのかもしれない。今となってはその気持ちがわかるが、残念なことにアーレントには相談する相手がぱっと思い浮かばなかった。いや、相談するような事態が起こるとは思ってもいなかったのだ。

「いいから、とりあえず気になっている女性の名を口にしてみろ。私が仲を取り持ってやる」

「無理強いはやめてください。権力を振りかざすのもやめてください。そうですね……。相手の女性が断れば、この話はなかったことにしてくれるのであれば」

「それがこの話を引き受ける条件か？」

　国王はニタリと笑う。

「どうせ相手から断られるのに決まっています。怪我をして前線を退くような騎士に嫁ぎたいと思う女性がいますか？　それでよければ受けますよ。ただし、爵位の件は伏せて、俺の怪我については正直に相手に伝えてください。地位や金に目がくらむような女性は望みません。そのような相手との結婚生活なんて、長続きするとは思えない」

　アーレントは投げやりになっていた。この状態の国王とまともに話をしようとすると、とにかく疲れるのだ。意見をはぐらかし、何を言っても受け流す。そうなると、まともな会話など続くわけがない。

　呆れたように息を吐き、目を細くし国王をじっと見つめた。

　となれば、自分にいい条件を提示して受け入れたほうが得策というもの。

「やっと結婚をする気になったのか、第五騎士団団長アーレントよ」

「その肩書も『元』になります」

「細かいことはどうでもいい。さて、君が望む令嬢はどの令嬢か？」

　国王の悪魔のささやきに、アーレントは少し考えてから一人の女性の名を口にした。







第一章








　昔から魔獣は突如として現れる。

　それは、森の奥深くだったり人の住んでいる街であったりと、規則性はない。

　魔獣とは魔力を備えている獣であり、雄叫びをあげれば炎を吐き、風を起こし、氷の粒を投げてくる。力のない人間が魔獣と出会ってしまえば、ひとたまりもない。

　そこで人々は魔獣から生活を守る方法を考えた。その結果、魔獣を生活圏内に近づけないために、人々が住む土地に結界を張ることにしたのだ。

　結界は、魔力を持つ魔導士によって生み出され、魔導士の魔力と人々の祈りによって維持されている。

　このナキミデラス王国も、結界によって魔獣から守られていた。王都マグートは海に面しているため、どことなく潮風が香る都市であるが、港を通しての他国とのやり取りも盛んであり、それすら結界のおかげであると言われている。

　王都マグートから北側にあるスミアラ侯爵領は、海からは遠く、荒々しい岩肌の山々が連なる麓に広がる領地であった。その地形のおかげか、ここでは温泉が湧き、怪我の療養のために訪れる人も多い。

　スミアラ侯爵の娘であるユスティネは、部屋の窓から見えるアルトス山をぼんやりと眺めていた。今日も頂上付近から微かな噴煙が上がっている。白くゆらめく噴煙は、空気が冷えてくる季節になると、青い空によく映える。

　机の上の本は、先ほどから同じページが広げられたままだった。

　読書の時間ではあるが、さっぱりと本の内容が頭に入ってこない。

　ユスティネは、今年で二十四歳になってしまった。貴族の娘は二十歳前後で嫁ぐ者が多いとされているこの国で、完全に行き遅れと呼ばれる年である。

　それでもこの屋敷で、こうやってのんびりと過ごせているのは、心の広い両親と弟のおかげだろう。だが、そろそろ腹を括るべきだ。

　結婚をせずに修道院へ入る──。

　ユスティネがここ数日の間、考えていたことである。

　神に仕え、祈りを捧げる。その祈りが、国の結界を維持するために必要な力とも言われている。修道院に入った者たちは、毎朝、結界維持のために祈りを捧げている。

　ふと扉を叩かれ、ユスティネは顔をあげた。

「はい」

「お嬢様。旦那様がお呼びです」

　二十四歳にもなって、まだお嬢様と呼ばれるのも、むず痒い気持ちがある。

「すぐに行きます」

　社交界に出ることすら拒んでいるユスティネは、いつも簡素なドレスを好んで着ていた。だが、『幻の妖精姫』と噂されている彼女は、簡素なドレス姿であっても、人の目を惹く美しさを持ち合わせている。象牙色の髪ははかなさを与え、紺色の瞳が神秘的な印象をもたらす。ゆったりとした動作も、おっとりとした口調も、彼女の魅力の一つでもあった。

　そんな彼女の魅力をさらに引き立てていたのが、デビュタント以降、社交界には一切姿を現さないことでもあった。そのため、彼女の噂だけが社交界に広まっていき、今では『幻の妖精姫』とさえ言われている。

　だが、当の本人であるユスティネはその噂を知らない。何しろ社交界に出ないし、この領地からも出ない生活を送っているからだ。

「お父様、お呼びでしょうか」

　父親であるオリバーの執務室の扉を叩き、聞こえてきた声に促されるまま中に入ると、そこには母親のコルネリアと六歳年下の弟であるレイノルドの姿もあった。彼らは、緊張した面持ちでソファに座っている。三人の視線が、一斉にユスティネに向いた。

「ああ。母さんの隣に座りなさい」

　オリバーの言葉にコルネリアは微笑んではいたものの、それが心からの笑みには見えなかった。どちらかというと、少し気まずそうにも見える。コルネリアの隣にいるレイノルドも、そわそわとしていてどこか落ち着きがない。

　ユスティネは目の前のオリバーに顔を向けた。彼の前には、一通の封筒が置いてある。何かよくない知らせでもあったのだろうか。

「ユスティネ。最近はどうだ？」

　オリバーからそう問われる意味がわからなかった。また、質問の意図もわからない。

「特に変わりはありません」

「そうか」

　彼はテーブルの上に肘をついて、両手を組んだ。何か言いたそうであるのに、その何かが出てこない。その様子を、コルネリアとレイノルドまでも見守っているのが不気味である。

　大きく息を吐いたオリバーは、テーブルの上の封筒を手にする。

「ユスティネ。君に縁談がきている」

　彼女は息を呑んだ。息をする方法を忘れてしまったかのように、動くことができない。

「姉さん……」

　レイノルドが小さな声でユスティネを呼んだ。その声で、はっと我に返る。

　オリバーは腰を浮かして腕を伸ばすと、一通の封筒をユスティネに手渡した。彼女はそれを受け取るものの、受け取った手は微かに震えている。

　封筒は王家の紋章で封印されていたようだ。

「お父様……。これは、王命ですか？」

　その印のある封筒が意味するものを、ユスティネは即座に理解した。

「ああ。だが、陛下もユスティネのことは知っているからな。相手に不満があれば断ってもいい、と書いてはあったが」

　ユスティネは封筒から書面を取り出した。それを開き、書かれている文字に視線を走らせる。

「わたくしの相手は……」

「ああ。元王国第五騎士団団長アーレント・カスキネン殿だ。カスキネン殿は、先日の魔獣討伐で負傷され、団長の地位から退いた」

「負傷？　お怪我は酷いのですか？」

　オリバーは「いや」と首を横に振る。

「普段の生活には影響はないそうだが、騎士を続けることは難しいらしい。団長の地位を退き、指導者という立場になったようだ」

「そうですか。少し、安心いたしました」

「そうか。だが、ユスティネの夫となる人物が、日常生活を満足に一人で送れないような者であれば、それを理由に断ることはできたのだがな」

　オリバーの言葉に、ユスティネはいつもより多めに目を瞬いた。

「お父様は、この縁談に反対なのですか？」

「君のことを考えると、手放しで喜べないだろう。ユスティネのことだから、そろそろ修道院にでも入ろうかなどと考えていたのではないか？」

　オリバーは、口元を綻ばせた。その笑みはどことなく苦しそうにも見える。

「はい、お父様のおっしゃる通りです」

「姉さん。僕はそんな話、聞いていない」

　レイノルドが声を荒らげた。彼は口を真一文字に結ぶと、じっとユスティネを見つめる。

「ええ。そうですね。まだ誰にも伝えておりません。それに、レイのこれからのことを思えば、いい加減、わたくしもこの家を出ていかなければならないでしょう？」

　レイノルドだって縁談の話がきてもおかしくはない年頃だ。ユスティネがまだここに居座っていたら、せっかくの縁談も流れてしまうかもしれない。

「ですが……」

　そう言いかけたレイノルドであるが、続きの言葉はその口から出てこなかった。

　ユスティネはもう一度書面に視線を走らせる。

　オリバーが言っていたように、この縁談に不満があれば断ってもよいと記載はある。遠慮することなく、思う通りの返事が欲しいとのことだ。

　だがここでユスティネが断れば、オリバーやレイノルドに迷惑をかけてしまうのは、彼女自身も理解しているつもりである。

　書面に記載されているアーレントの名を指で優しくなぞり、目を伏せる。

「お父様。わたくし、この縁談をお受け致します」

　顔をあげたユスティネは、オリバーの目を力強く見つめていた。





◇◆◇◆　◇◆◇◆






　ユスティネとアーレントの結婚式は、それから三か月後に決まった。たいてい、婚約から結婚までは半年から一年ほどの期間が設けられるため、この結婚は異例の早さである。

　だが縁談を受けてからはユスティネが何もしなくても結婚式の準備はすすみ、いつの間にか日取りまで決まっていたのだ。

　純白のウェディングドレスは、すぐにコルネリアが手配した。ドレスは二か月で準備が整った。

　参列者への招待状も披露宴パーティーも、ユスティネの意思とは別に、何もかもすべてが決まっていく。

　結婚式の一か月前には、式の準備のために王都にある別邸へとやって来た。

　毎日のように誰かが別邸を訪れ、結婚式のあれこれについて何かしら口にして帰っていく。ユスティネの隣には必ずコルネリアがいて、意見を言うのも彼女だった。

　ユスティネにとっては、自分の結婚式であるものの、他人事のように感じられる。

（だって、まだアーレント様と顔を合わせてもいないのに……）

　結婚式を一か月後に控えても、ユスティネはアーレントと顔を合わせたことはなかった。

　王都に来れば彼に会えると思っていたが、やりとりするのは手紙だけで、実際には彼の姿を目にしていない。二人の予定が合わないと言ってしまえばそれまでであるが、ユスティネには毎日これといった予定などない。

　だから、きっとアーレントが忙しいのだろう。ユスティネはそう思っていた。

　それでも、結婚式の前に一度くらいは彼に会えるものと、淡い期待を抱いていたのだ。

　しかし明日が結婚式という日になっても、彼がユスティネのもとを訪れることはなかった。

　それについてオリバーも「アーレント殿は、お忙しい方だから仕方あるまい」と一人で勝手に納得している。そうなるとコルネリアも同調し、レイノルドだけが「見知らぬ男性に嫁ぐのは不安ですよね」とまっとうな言葉を口にした。

（わたくし、本当に結婚をするのかしら……）

　姿を見せることのない花婿は、本当に存在するのだろうか。

　そんな思いのなか、ユスティネは真っ白なドレスに袖を通す。

　この日は朝から侍女たちの手によって身を清められ、爪の先まで綺麗に磨き上げられた。

「あら、まぁ……」

　瞳を潤ませたコルネリアは、感嘆の声を漏らす。

　花をモチーフにしたレースであしらわれた純白のパゴダスリーブのドレスは、どことなく落ち着いた雰囲気を与え、胸の下から切り返されているスカートのディアードフリルは、華やかさを醸し出す。象牙色の髪も複雑に編み込まれ、赤い小さな花が散りばめられている。

　控えめな性格のユスティネには、よく似合っていた。

「素敵よ、ユスティネ」

　感極まっているのか、コルネリアは涙声になっていた。嫁ぐはずのないと思っていた娘であるため、人一倍感じる想いがあるのだろう。

　コルネリアの手によってベールが下ろされた。

「では、行こうか」

　オリバーに手を引かれ、ユスティネは馬車に乗った。別邸から向かう先は、王城にある礼拝堂である。

　それでもユスティネは不安を拭えない。

（本当に、結婚をするの？）

　結婚式当日になっても、まだ夫となるアーレントの姿を見ていない。

「アーレント様は？」

　ユスティネは憂いを孕んだ視線を、オリバーに向けた。

「安心しなさい。彼はもう、向こうについているはずだ」

　どうやらアーレントと結婚をするのは、間違いではないらしい。そして、彼の存在も幻ではないようだ。

「お父様は、アーレント様に会われたことがあるのですか？」

「あるよ。とても好感がもてる青年だ」

「ですが、わたくしは……」

「ユスティネ。君は、アーレント殿にあの秘密を打ち明けたのだろう？」

「はい……。結婚をするのであれば、隠し通せるものでもありませんでしたし」

　オリバーも口にするユスティネの秘密──。

　それは、彼女が家族以外の男性に触れられない、つまり男性が苦手であるというものだ。

　アーレントからの縁談を受け、手紙のやり取りを始めたときに、最初にその件を彼に伝えた。触れることができなければ、男女の営みなどできるわけがない。結婚をしたら、そういった行為が求められることもわかっていた彼女は、縁談が流れる覚悟で秘密を打ち明けた。

　相手によっては、彼女のことを考えずに無理矢理契ろうとするかもしれない。そうなれば、ユスティネ自身どうなるかがわからなかった。ただ、恐怖しかない。

　両親からも、その件についてはきちんと相手に伝えておくようにと言われていた。

　また、ユスティネも秘密を打ち明けたときの彼の反応を知りたかった。

　そんな彼から戻って来た返事は『善処する』であった。非難もされなかったが、受け入れてもらえたとも捉え難いその表現に頭を悩ませたものの、何度か手紙のやり取りを続けるうちに、それが彼なりの気遣いであることがわかった。

（でも、なぜわたくしに会ってくれないのかしら）

　あの秘密を打ち明けたことで、ユスティネに対して興味を失ったとも思えない。彼の手紙からは、好意が伝わっていた。

　カタッと馬車が止まる。ユスティネはオリバーに手を引かれ、控室へと向かう。

　オリバーが扉を叩くと、中から男性の低い声が聞こえてきた。

　ユスティネは、少しだけ身を強張らせる。

「アーレント殿、本日はよろしく頼む」

　オリバーがニコニコと笑みを浮かべながら、部屋の中にいた男に声をかけた。

「こちらこそ」

　穏やかに笑った男性は、式典用の真っ白い騎士服を身に纏っていた。

　短く切り揃えられている赤茶の髪が、窓から差し込む光によってきらきらと反射している。

「ユスティネ」

　オリバーに名を呼ばれ、ユスティネははっとする。

　初めて目にした夫となる人物を、ベール越しにじっくりと観察してしまった。

「はじめまして、ユスティネです。不束者ではありますが、なにとぞよろしくお願いします」

「はじめまして。私が、あなたの夫となるアーレント・カスキネン。握手は大丈夫だろうか？」

　彼は右手を差し出すと、琥珀色の瞳をユスティネに向けてきた。これも、ユスティネの秘密を知っている彼ならではの思いやりなのだろう。

　少しだけ鼓動が速くなる。思っていたとおり、彼は気遣いのできる優しい人だ。

「は、はい……。多分、アーレント様であれば、大丈夫だと思います」

　ユスティネはおそるおそる右手を差し出し、彼の親指だけぎゅっと握りしめた。

「大丈夫でした」

　触れたところから伝わる彼の体温に、嫌悪感はなかった。

　ユスティネが口元に微かな笑みを浮かべると、アーレントの目尻が下がったようにも見えた。

「そうか。だが、結婚式となれば、誓いの口づけがある」

「はい」

「あなたには、できるだけ触れないようにする」

「ありがとうございます」

　どうやって口づけを回避するのかユスティネにはわからなかったが、とにかくアーレントが配慮してくれる気持ちだけは伝わった。

「そろそろ時間だから、私は先に行く」

「はい」

　係の者に連れられて、アーレントは控室を出ていく。

　ユスティネは部屋を出ていく彼の背を黙って見送った。

　彼がこの結婚をどう思っているかはわからないが、嫌われてはいないようだ。どちらかというと、好意すら感じられた。男性が苦手であるユスティネを蔑むこともせず、壊れ物を扱うかのように丁寧に接してくれる。トクンと胸の奥が軋んだ。

　係の者に従い、しばらくしてからユスティネはオリバーと共に礼拝堂内へと入る。その後、祭壇の前で、愛を誓い合う。

「大丈夫だ、ユスティネ。アーレント殿のことは、可愛い大きな動物だと思っていればいい。領地にある温泉にも、よく動物たちが遊びに来るだろう？」

「は、はい」

　オリバーの言葉に頷くものの、この結婚式を無事にやり遂げられるか、彼女は不安だった。男性に触れることのできないユスティネにとって、人前で結婚式を挙げるのは難易度が高い儀式である。

　身内のみの小さな式を希望したところ、最初はアーレントも同意してくれた。だが、それには反対の声があがったらしい。声の主は国王だった。

『我が国の英雄と幻の妖精姫の結婚式であるのに、隠れてこそこそと挙げるつもりか』

　アーレントが国王からそう怒鳴られたと、彼からの手紙に書いてあった。その手紙を読んだときは、つい笑みをこぼしてしまったものだ。何しろ手紙には『と、陛下から怒られたのだが、どうしたらよいだろうか』と、そのように書かれていたからだ。

　ユスティネの両親とアーレントが話し合った結果、国王の希望通り、王城敷地内にある立派な礼拝堂で結婚式を挙げることとなった。さらにこの礼拝堂には、国内の重鎮など両家にとっての関係者が数多く集まっている。

「いいか。大きくて可愛い動物だ。そうだな、白熊あたりはどうだろうか」

　オリバーが真面目な顔でそう口にするものだから、ユスティネはくすりと微笑んだ。

「よかったよ、ユスティネ。笑顔が戻って。そうだ。参列者は、温泉に入りに来た猿たちだ」

「お父様……」

　オリバーの言葉に、ユスティネの緊張も解けてきた。

「アーレント殿は誠実な人だ。きっと君のことも大事にしてくれるだろう」

　その言葉に頷いたユスティネは、オリバーと共に礼拝堂に入場する。

　ゆっくりと赤い絨毯を踏みしめながら、祭壇の前で待っているアーレントのもとへと向かう。

　参列者の脇を通り過ぎるたびに、感嘆の声が漏れてくる。

『あれが噂の……』

『本当に素敵ね……』

『こんなことなら、俺も……』

　どこからともなく聞こえてくる言葉に耳を傾けないようにしながら、ユスティネは真っすぐ前を見据えた。一番前の席にはコルネリアとレイノルドが座っている。

　ユスティネの手がオリバーから離れた。それを見届けた司教の声が、礼拝堂内に響き始めた。

　たくさんの人に見守られながら、二人の結婚式は順調に進んでいく。愛を誓い、誓約書にサインをする。

　そして、やってきたのが誓いの口づけだ。ユスティネはアーレントと向かい合う。彼の手によってベールがあげられる。

　目が合った。ユスティネの心臓は、バクバクと音を立てている。

「目を閉じて」

　ベールを手にしたままアーレントが優しくささやく。ユスティネはその言葉に従い、ゆっくりと目を閉じるとすぐに、わっと歓声があがり拍手が沸き起こった。

　何もわからず目を開ければ、アーレントが微笑んでいる。

「終わったよ」

　声にならないような小さな声で彼は呟いたが、ユスティネは彼と触れ合った感覚はない。

　それでも多くの人々に見守られ、結婚式は無事終わった。

　赤い絨毯を歩き、参列者に見守られながら厳かな儀装馬車へと乗り込む。この馬車で王都をぐるりと回ってから、屋敷へと向かうことになっているらしい。

　日が沈み切る前に、馬車はアーレントが所有する屋敷へと着いた。彼の屋敷は王都の東側にあった。海からは少し距離の離れた場所である。

「この屋敷は、褒賞として爵位と共に陛下からもらったものだ。わかっているとは思うが、俺は生まれながらの貴族ではない。最初のうちは迷惑をかけるかもしれないが、何か不満があったらすぐに言ってくれ」

　彼は先に馬車を降りると、手を差し出してきた。ユスティネは少し戸惑いながらも、その手に自分の手を重ねた。

「手を繋ぐことはできるのか？」

「アーレント様だからです」

　すべての男性と手を繋げると誤解されてはいけないと思ったユスティネは、はっきりと言葉にした。

「では、俺と手を繋いで屋敷に入るか？」

　彼の言葉にユスティネは頬を赤らめてからぱっと手を離す。

　アーレントは笑みを浮かべて彼女を見ていた。ユスティネをからかっているのか、それともあの件が本当なのかと疑っているのか、その表情からはわからない。

　だけど、なんとなく心が温まるような笑みだった。

「今日は、疲れただろう」

「はい。いろいろとお気遣いいただきまして、ありがとうございます」

　ユスティネがアーレントを見上げると、彼は困ったように空いている手を口元に当てている。

「どうかされましたか？」

「いや……。ユスティネ嬢が、どうして俺との結婚を受けてくれたのかと、今になって思い始めてしまった。あなたは、俺が思っていたよりも綺麗な人だった」

「え、と……」

　綺麗な人と面と向かって言われることに、ユスティネも慣れていない。

「そうですね。わたくしも二十四になりましたから。弟のためにも、そろそろ結婚をと思っていたところに、この話がありましたので」

「だが、ユスティネ嬢であれば、もっと条件のよい相手がいただろう？　何も俺ではなく」

「アーレント様は、わたくしではご不満ですか？」

　ズキリと胸が痛んだ。もしかして、引き受けてはならない縁談だったのでは、という焦りが生まれる。

「いや、不満とかそういった問題ではない。この縁談を申し込んだときに、断られると思っていたからな。むしろ、断りそうな相手を選んだ。『幻の妖精姫』と呼ばれているユスティネ嬢は、社交界にも一切顔を出さない。俺からしてみれば、高嶺の花だった。そのような女性が、俺との縁談を受けるとは思っていなかったんだ。だから、驚いている」

「わたくしが社交界に出なかった理由は……手紙にも書きましたので、ご存知かと思います。それをアーレント様が受け入れてくださったからこそ、今日という日を迎える決心をいたしました。ですから、わたくしを受け入れてくださって、ありがとうございます」

　アーレントは微苦笑を浮かべている。

「俺は、結婚をする気がなかった。今回の結婚は陛下に言われて仕方なく相手を選んだ。だが、あなたを選んでよかったと今では思っている。結婚したからには、あなたには不自由のない暮らしを約束する」

「承知いたしました」

　その言葉の節々にユスティネを思いやる気持ちが見え隠れしており、彼の言葉を聞くたびに、胸の奥がズキンと苦しくなった。その苦しさにどんな意味があるのか、ユスティネにはわからない。

「アーレント様。一つだけ、お伺いしたいことがあるのですが」

　胸の苦しみを抑えつけて、彼女はアーレントに声をかけた。

「なんだ？」

「今日まで、わたくしと会ってくださらなかったのは、なぜですか？」

　アーレントは返事に困ったのか、また口元を手で覆った。ユスティネはじっと彼を見上げる。

　いつの間にか、二人は立ち止まっていた。

　彼女の視線に観念したアーレントは、ゆっくりと口を開く。

「あなたが、男性が苦手であると知ったからだ。結婚式の前に、恐怖を与えてもいけないだろうと思ってな」

「恐怖？」

「俺は、女性から好かれるような顔をしていない。自分だってわかっている。俺に寄ってくる女性は、俺の肩書に惹かれて寄ってくるだけだ。だが、その肩書も失った」

　ここにも彼の優しさが隠れていた。また、胸の奥が熱くなる。

「いろいろと、ありがとうございます。ですが、アーレント様のことは怖くありません。どうぞ、末永くお願いします」

「あ、ああ……」

　ユスティネからそう言われたアーレントは、顔の下半分を左手で覆うようにして戸惑いを見せていた。




　彼の所有する屋敷は、淡黄色の外壁と赤茶の屋根のコントラストが可愛らしい建物であった。日差しを遮るための緑色の天幕も張り出していて、日差しの強い地域柄ならではの造りである。

　扉を開け中に入ると、そこはエントランス兼サロンとなっていた。

「おかえりなさいませ」

　二人の帰りを待っていた使用人たちが、ずらりと並んでいる。

「不慣れな者も多いが、俺の知っている者たちばかりだから、信頼はできる」

「奥様」

　ユスティネは、並んでいる使用人の中から見知った顔を見つけた。スミアラ侯爵邸でユスティネに付いていた侍女のシーラである。

「あなた付きの侍女だ。と同時に、ここの使用人たちの指導役も頼んだ。なんせ、まだここの仕事をわかっていない者たちばかりだ」

　ユスティネはパチパチと目を瞬いた。シーラが指導役とは、何を教えるのだろうか。

　だが、見知らぬ者たちに囲まれて暮らすのは心細かったから、彼女がいるだけでも心強い。

「ありがとうございます」

「奥様。早速着替えましょう」

　シーラに促され、屋敷の二階へと上がる。

「奥様の部屋はこちらになります。すべて旦那様が選ばれたのですよ」

　彼女から『お嬢様』ではなく『奥様』と呼ばれることも、どことなくこそばゆい感じがした。

　案内された部屋は、気持ちまで明るくなるような色調の部屋だった。家具も赤系統で統一されている。彼の髪の色を思い出させるような色である。

「こちらが衣装部屋になります。こちらの扉が寝室となります。それから、奥様付きは私の他にも、こちらのサマンサとジミーになります。二人は女性騎士でしたので、奥様の護衛も兼ねております。お出掛けの際は、必ずサマンサかジミーのどちらかをお連れください。いくら結界の中とはいえ、たまに『はぐれ魔獣』も出ますので」

　はぐれ魔獣とは、結界の綻びをすり抜けてくる魔獣のことである。はぐれ魔獣が現われると、すぐに騎士たちが討伐に向かう。

　サマンサとジミーと呼ばれた二人が、深々と頭を下げた。同じ女性であっても、シーラよりもしっかりとした体格であるように感じられた。

「サマンサとジミーですね。こちらこそ、よろしくお願いします」

「奥様のことは、私たち三人が任されておりますので、何かありましたら私たちにお声がけください」

　シーラたちの手によって、純白のウェディングドレスを脱がされ、化粧も落とされ、結い上げた髪も解かれていく。それだけでもかなりの時間を要した。沈みかけていた太陽は、とっくにその姿を消してしまい、外は闇に覆われ始めている。

「シーラは、いつからこちらにいたの？」

「お嬢様が……失礼しました。奥様が、王都に来られた頃と同時期に。スミアラ侯爵様から、こちらで働くようにと紹介状をいただきましたので」

　ユスティネは、アーレントのもとに嫁ぐにあたり「侍女を連れていく必要はない」とオリバーから言われていた。その言葉の真の意味が、ここにあったにちがいない。

　シーラは、こちらで一足先に他の使用人たちの指導を始めていたのだ。

　その後、浴室へと連れられ身体の隅から隅までを清められた。

「奥様、とてもお似合いですわ」

　淡い菫色のハイウェストドレスに着替えたユスティネであるが、彼女はこのドレスを持ってはいなかった。腰の後ろには大きなリボンがあり、このリボンの大きさで身体への締めつけが変わる。シーラはわざとリボンを小さくして、身体への負担を小さくしてくれた。

　てっきりナイトドレスを着せられるものだと思っていたユスティネは、少しだけ驚いた。だが、それを顔には出さない。

「こちらも、旦那様がお選びになられたのですよ」

「とても着心地のいいドレスですね」

「そのお言葉は旦那様におかけください」

　三人の侍女に周囲を囲まれながら、ユスティネは寝室へと向かった。

　すでに着替えを終えていたアーレントは、ソファで新聞を読んで待っていた。

「旦那様。奥様をお連れしました」

「君たちは下がりなさい。後は俺が引き受ける」

　アーレントの言葉に、腰を折って三人の侍女は姿を消す。ユスティネはアーレントの斜め向かい側に座った。

「お腹は空いていないか？」

　彼の隣には軽食がのっているワゴンがある。

「そうですね。すべてが終わって安心したら、お腹が空きました」

　さらにアーレントの言葉によって、ユスティネは一気に空腹を覚えた。気を抜けば、お腹が鳴ってしまいそうだ。

　アーレントは口元に微かな笑みを浮かべると、ワゴンから食事を取り出して、テーブルの上に並べ始める。

「あなたがどのようなものが好きか、よくわからないのだが」

　それでも並べられた料理は、手がかけられていることがよくわかる。軽食でありながら、盛り付けが華やかであった。二人を祝いたい気持ちが伝わってくる品々である。

「そちらのスープをいただいてもよろしいですか？」

　ユスティネのこの一言がきっかけとなり、二人は少しずつ言葉を交わし始めた。

「素敵なドレスをありがとうございます。とても着心地がよくて」

「そうか。それはよかった。どのようなものが似合うかもさっぱりわからなくてだな。ゆったりできるもののほうがよいかと思い、そう仕立て屋に相談した」

　会話が弾み始めた頃、ユスティネは気になっている内容を尋ねる。

「あの。アーレント様」

　ユスティネは胸元に手を当て、きゅっと握りしめた。

「先ほどの結婚式で、誓いの口づけはどのようになされたのですか？」

　無理矢理彼女の唇を奪わなかったことにも、アーレントの人のよさを感じていた。

「ああ、あれか……。そう見えるようにしただけだ。あなたの額に口づけを落としたように」

「額……」

　触られたわけでもないのに、なぜか急にそこが熱を帯びてくる感じがして、おもわず手で触れた。

「あなたのことは、オリバー殿からも聞いているし。一応、理解はしているつもりだ」

「それにもかかわらず、なぜわたくしと結婚をしようと思ったのですか？　わたくしでは、アーレント様の妻として求められる行為はできません」

「安心しろ。俺は、あなたにそういった行為を求めるつもりはない」

　彼が表情を変えずにそう言ったため、その言葉が彼の思いやりなのか本心なのかもわからなかった。社交界に出ることのなかったユスティネにとって、言葉の駆け引きは苦手である。

「先ほども言ったが。俺は結婚をするつもりはなかったんだ。まあ、女性が信じられないというかなんというか、だな」

　そこで彼は苦笑を浮かべる。

「だが、周囲は何がなんでも俺に結婚をしてもらいたいらしい。今回の話も陛下から無理矢理言われたものだ。それでも、相手の女性が断ればなかったことにしてもらいたいと言った」

　そこまで口にした彼は、困ったように唇を歪ませていた。

「だから、あなたに受け入れてもらえたことが、予定外だった」

「申し訳ありません……。やはり、断るべきだったのでしょうか？」

　ユスティネは顔を伏せた。

「いや。あなたさえよければ、このままがいい。俺も形だけであっても、妻がいたほうが何かとやりやすいからな。それはあなたも同じでは？」

　ユスティネにたくさん縁談の話がきていたことを、彼は問うているのだ。

「男性が苦手なのに、そのような話があって苦労したと聞いていたのだが」

「そうですね」

　実際、ユスティネにもいくつかの縁談話はあった。だが、その話はユスティネに届く前に、すべてオリバーが断っていた。彼女がそれを知ったのは、この縁談を受けた後だ。オリバーがこっそりと教えてくれた。

　そしてオリバーが断らずにユスティネの意思を確認したのは、アーレントとの話のみだった。

「あの……」

　もじもじと身体を動かしながら、ユスティネは顔をあげる。その顔は耳まで真っ赤に染まっている自覚があるほど、熱い。

「形だけの妻ということは、その……。わたくしを求めることはない、と？」

「先ほども言ったが、俺はあなたに触れることはしない。俺のことは、ただの同居人と思ってくれればいい」

「ですが、殿方は……」

「ああ。変な心配をかけて申し訳ない。怪我の後遺症かわからないが。まあ、その、なんだ。そういった欲が沸かないんだ。それも、俺が結婚しないと思っていた理由の一つだ」

　欲が沸かない。つまり、性欲がないため、女性を抱きたいとは思わないという意味だろう。だが、この事実は彼にとって軽々と口にできる話題ではないはずだ。むしろ隠せるものならば、隠しておきたい内容ではないのだろうか。

「そうなのですね。言いにくいことなのに……。申し訳ありません」

「いや、あなたも秘密を打ち明けてくれた。これで、おあいこだ」

　そう言って笑った彼の姿が、ユスティネの心に深く突き刺さる。そして、彼が他の女性とも身体を重ねないことに安堵しつつも、沸き起こってきたそのような感情に気持ちが揺れ動く。

「今日はもう疲れただろう。休むといい」

「アーレント様もご一緒に？」

「あなたさえ迷惑でなければ、そうさせてもらうつもりだったが」

「迷惑だなんて。寝台はとても広いようですので」

　そうだな、と呟いた彼は、何かを躊躇っているようにも見えた。

「俺はもう少し起きているから、先に休みなさい」

　ユスティネは彼の言葉に頷いた後、着替えるために与えられた部屋へと戻ろうとした。

「ユスティネ」

　背中に声をかけられ、ユスティネはヒクリと身体を震わせてから振り返る。

「はい」

「明日、屋敷を案内しよう。おやすみ」

「おやすみなさい」

　ユスティネがナイトドレスに着替えてもう一度寝室に足を踏み入れると、彼の姿はすでになかった。食事の跡も綺麗に片づけられており、そこには先ほどまで人がいた温もりだけが残されていた。

　どこか森にいるような感じがする寝台に潜り込むと、ユスティネの瞼は次第に重くなっていき、すとんと眠りに落ちた。




　意識が浮かび上がってはっと目を開けると、見慣れぬ天蓋が視界に飛び込んできた。

　身体を起こし隣に顔を向けると、すでにアーレントの姿はなかった。だが、少しだけ乱れたシーツの跡と温かみが、先ほどまで彼がいた証でもある。

　ユスティネはゆっくりと寝台から降りる。アーレントの姿はどこにもない。部屋の空気も冷え込んでいる。

　そんなとき、外からビュンビュンと風を切るような音が聞こえてきた。

（なんの音かしら……）

　そろりと窓際に近づき、カーテンに手をかける。その隙間から外に視線を巡らせると、アーレントが真剣な眼差しで剣を構え上下に振っていた。

　その姿にユスティネはどきりとする。彼に見つかってはいけないような気がして、そっとカーテンから離れた。

　着替えを済ませたユスティネは、シーラたちに連れられて食堂へと向かう。

　そこにはすでにアーレントがいた。

「昨日はゆっくり休めたか？」

　朝から身体を動かしていたとは思えない程、彼は落ち着いている。

「はい」

　ユスティネが返事をすると、アーレントもどことなく微笑んだように見えた。

　食事は静かにすすむ。会話らしい会話もない。ユスティネも何を話題にしたらいいかがよくわからなかった。それでもけして居心地の悪い空間ではない。

「ユスティネ」

　彼が彼女の名を呼んだのは、食事も終わりに差し掛かった頃だった。

「今日は、約束通り屋敷を案内しよう」

「ありがとうございます。できれば、お庭のほうも」

「庭か……。ああ、庭の小道を進んだところに東屋ガゼボがある。そこでお茶をするのも悪くないだろう」

「まあ。素敵ですね。ぜひともお願いいたします。今日は、とても天気がよいようですから」

　アーレントは口元を緩めるが、それ以上は何も言わなかった。

　朝食が終わり、ユスティネは部屋へと戻る。

　慣れないこの屋敷で、いったい何をしたらよいのかさえわからない。

　新婚であることを考えれば、アーレントと一緒に時間を過ごすのが正解なのだろうか。

　だから、アーレントが屋敷を案内してくれると言ったときは、予定ができたことに安堵した。

　部屋で一息ついてからしばらくした後、彼は約束通り、屋敷を案内するためにユスティネを迎えにきた。彼に連れられて、屋敷を歩く。

　地下には書庫と食料庫があった。

「書庫の本は好きに読んでかまわない。本は好きか？」

「はい。本は、わたくしの知らない世界へ連れて行ってくれますから」

「俺の部屋にもいくつか本があるから、興味があればそちらも自由に読んでかまわない」

「アーレント様は、どのような本をお読みになるのですか？」

　ユスティネが尋ねると、アーレントは困ったように笑ってから口を開く。

「魔獣に関するものが多いな」

「騎士団は、魔獣討伐も行っておりますからね。本当に感謝の言葉しかありません」

　人々が魔獣に怯えず暮らせるのも、魔導士による結界と騎士たちが討伐してくれるおかげだ。

　アーレントは微かに笑みを浮かべてから、屋敷の案内を再開する。

　一階にはサロンと食堂と大広間。二階は寝室と夫婦の部屋。ユスティネが主に使う場所である。

　使用人たちは、ユスティネの姿を見ると深く頭を下げた。

「ここで雇っている使用人は、俺の部下だった者が多い。怪我をして引退した者や、生活の変化によって騎士を続けることが難しくなった者たちだな。だから、力仕事は得意だ」

　アーレントが不慣れな者と口にしていた理由を、ユスティネは理解した。そして、騎士を続けられなくなった者たちの受け皿として、このような仕事を彼らに与えているアーレントに、彼女の心は揺れ動く。

「では、次は庭を案内しよう。ここは海からは少し離れているが、それでも日差しは強いから気をつけるように」

　穏やかな声でそう言ったアーレントは日傘を差し、ユスティネに影を作った。

「ありがとうございます」

　並んで歩いてはみるものの、二人の間には微妙に距離が空いている。それがアーレントなりの配慮なのだろうと、ユスティネは感じていた。







第二章








　ユスティネと結婚をしたアーレントであるが、結婚休暇という名の休みを五日ほどもらった。その間、妻となった彼女と時間を共にしたわけだが、なぜ彼女がこの結婚を受けてくれたのかが、今でもわからない。

　彼女が怖がるかもしれないと思い、結婚式当日まで会うことはしなかった。当日になって彼女に逃げられたとしたら、それまでであるとも思っていたし、そうなっても仕方がないと半分は諦めていた。

　彼女の父であるオリバーとは、結婚の前にも何度か顔を合わせていた。その際、彼女の手紙に書かれていた内容を確認したが、それは家族さえ認めている事実であると知る。

　ユスティネは男性に畏怖を抱いており、触れることができない。だから、デビュタント以降、社交界に出なかったのだ。

　となれば、やはり彼女が自分との結婚を受けてくれた理由がわからなかった。

　初めて彼女を目にした瞬間、『幻の妖精姫』と呼ばれていた噂が噂だけではなかったことを確信する。

　ユスティネの見た目はもちろんであるが、どこかはかなげでありながらも、芯に強さを秘めているなんとも表現し難い神秘的な魅力に、庇護欲をかきたてられた。このような女性が自分の妻になるのが信じられなかった。

　男性に触れられないと聞いていたが、彼女はおそるおそるアーレントの指を一本だけ握ってきた。そのときの仕草を見れば、その件もあながち嘘ではなかったのだろうと感じたが、自分にだけ触れようとしてくれる姿勢に、特別な感情が沸き起こっていた。

　そんな彼女が、本当に男性が苦手であると確信したのは、屋敷で共に暮らすようになってからだ。特に、男性の使用人に対しては警戒心が強い。普通に喋ろうと努めているようだが、顔が強張っている。誤って手が触れようものならば、身体を引いて侍女の身体に隠れる始末。

　それを庇うのがアーレントとシーラの役目でもあり、屋敷内でもユスティネが、男性が苦手であることは浸透していった。それでも彼らからしたら、アーレントとユスティネの仲のよさに喜んでいるようで、彼女の男性不信がアーレントだけを特別な存在へと押し上げていく。

　彼女がなぜ自分にだけ心を許してくれるのか。悪い気はしないのだが、理由がわからない。




　五日の休暇を終えたアーレントは、今日も従騎士たちの指導にあたっていた。

「そのような力の入れ方では怪我をする。こちらに、重心を移動させなさい」

　団長職を退いたアーレントは、従騎士に剣術を教えたり、座学を教えたりする役目を与えられた。それ以外にも事務関係の書類仕事もこなす。だが、アーレントとしてはあまり好きな仕事ではない。こうやって、従騎士相手に指導をしていたほうが、数百倍よい。

　仕事中は以前と同じように訓練用の黒い騎士服を身に着ける。団長時代と変わったのは、肩にある金の刺繍の模様や数くらいだ。この刺繍でその者の地位がわかるようになっている。

　今までは自分と同年代、下手をすれば年上の者たちとかかわってきていたが、今では年若い少年や少女たちを相手している。彼らはアーレントを『教官』と呼んで、教えを乞いでいた。

　アーレントはそんな従騎士たちが可愛いとさえ感じ始めていた。教え子が可愛いという話はよく耳にしていたが、まさか自分がそのような感情を抱くようになるとも思っていなかった。それだけ心に余裕が生まれたのだろう。

「カスキネン教官」

　従騎士たちの指導を終え、教官室へと戻ろうとしていた彼を呼び止めたのは、宰相であるサロモン・ヘルコであった。

　彼は、ちらほらと白いものが目立つグレイヘアを後ろに撫でつけており、銀縁眼鏡をかけている。時折、その眼鏡ですべてを見透かされそうな気さえしてしまう。

　サロモンは学生時代から頭が切れたうえ、国王と同い年ということもあって、学院卒業後はそのまま文官として王城へ務めた。国王が国王となる前から彼を支えていたサロモンだが、その功績が認められ、今では宰相の地位に就いている。

　そして、団長の地位を退いたアーレントに教官役を与えたのも、彼であった。

　国王の腰巾着とも一部では揶揄されているが、あの国王の女房役でもある。だから、アーレントは彼が苦手なのだ。

「新婚であるのに、家にいなくていいのか？」

「与えられた休暇期間は終了しましたが？」

「普通は、そこに他の休暇をくっつけて、延長するものだぞ？」

「そうですか。ですが、休んで家にいても何もすることがないので。こちらで従騎士たちに指導していたほうが、気が紛れます」

「新婚の言葉とは思えないな」

　サロモンは何が楽しいのか、ふっと小さく笑った。

　アーレントはけしてユスティネを嫌っているわけではない。どちらかといえば好ましい。

　だが、この結婚はお互いにとって形だけのものである。結婚についてうるさく周りから口にされていながら、女性への欲が乏しいアーレントと、男性が苦手であるユスティネの互いの利害関係が一致したためによる婚姻なのだ。

「どうだ？　幻の妖精姫との新婚生活は」

「どうもこうも。綺麗な女性が家にいれば、目の保養となります」

「夜のほうは？」

　遠慮なく尋ねてきたことに、顔をしかめる。彼は、性生活を気にしているようだ。そういった話題が出ることはわかってはいた。だが、このようにはっきりと口にされてしまうと、腹の底で苛立ちが沸き起こってくる。

　それを隠すかのように、アーレントはゆっくりと言葉にする。

「それは、おいおいと。夫婦ではありますが、まだ一緒になって間もないので。お互いをもっと知ってからのほうがいいでしょう」

「君のそういう真面目な考えは、嫌いじゃない。ちょっとこのまま、私の部屋へ来てくれないか？」

「残念ながら、俺に男色の気はありませんが」

「残念ながら、私にもそういった趣味はないな。妻一筋だ」

　アーレントとしては、サロモンから逃げたかったための口から出まかせの言葉であったというのに、うまくやり込められてしまった。

「君に、新しい仕事を頼みたいのだ」

　周囲の者に気遣いながら、サロモンは小声でアーレントの耳元でささやいた。

　ふん、とアーレントは鼻で息を吐く。騎士団長を務めていた頃よりも、このように雑務的な仕事を頼まれることが多くなった。

　仕方なく、サロモンの後ろをついていくアーレントであるが、交換条件も忘れない。

「一つ仕事が増えるのであれば、一つ仕事を減らしていただきたいのです。俺の身体も無限ではありませんので」

「そうだな。考えておこう」

　サロモンは便利な言葉を使ってきた。この言葉で返された場合、期待はできない。アーレントは軽く息を吐く。

「まあ、座れ」

　彼の執務室に連れていかれ、ソファに座れと言われたら座るしかない。

　サロモンはベルをチリリンと鳴らして侍女を呼び、お茶の準備を言いつける。アーレントはその様子をぼんやりと眺めていた。

　いつ来てもこの部屋は落ち着かない。空色の壁紙にレース編みのような白の刺繍が愛くるしく見えて、仕事部屋のようには思えないのだ。

　以前、それをサロモンに指摘したところ、彼は「そうか？　慣れると気にならない」と口にしていた。慣れとは恐ろしい、とそのときは思ったものだ。

　アーレントはお茶を出した侍女に目礼を交わす。

　彼女が部屋を出ていったのを見届けたサロモンは、背中を丸めて膝の上に肘をつき両手を組むと、真剣な眼差しでアーレントを見つめてきた。

　ここは冗談の一言でも口にすべきだろうかとアーレントは考えたが、そうする前にサロモンのほうから口を開いてきた。

「君の教えは従騎士達からの評判もよい。だから、君にしか頼めない」

　その言い方から察するに、また少年たちへの指導を増やされるのだろうか。

「ジェニース第一王子殿下のことだ」

　ジェニース第一王子は、三人いる王子のうちの最年長の王子であり、今年で十四歳となった。その下に、十一歳の第二王子、八歳の第三王子と続き、間に十歳の第一王女がいる。

　ジェニースは、ちょうど子どもから大人へと変化する年代に差し掛かっている。ただ、性格が母親に似ているせいかとてもおっとりとしており、弟妹思いの心優しい少年だ。あの国王の息子であることがたまに信じられないとアーレントは思うのだが、顔は父親に瓜二つであるため、国王の息子であるのは間違いない。

「ジェニース殿下がなにか？」

「そのジェニース殿下の指導を頼みたい」

「魔獣討伐にでも行かせるつもりですか？　それとも、魔獣を食べたいのですか？　もしくは、体力をつけるために基礎訓練に参加したいとか」

　アーレントが引き受けている従騎士たちの指導は、専ら魔獣討伐に関するものである。もちろん、討伐のために剣の扱い方や体力の付け方なども指導するし、魔獣の扱い方も教える。となれば、ジェニースに望む指導もその類のものだろう。

「君には殿下の閨指導を頼みたい」

　閨とは夫婦の寝室を指すが、指導となれば夫婦の寝室で行うほうを指すに違いない。それの指導とは、いったいどのようなことか。

「頼む相手を間違えていませんか？　なぜ、俺なのでしょう。むしろあなたがやればいいのでは？」

　サロモンは黙って首を横に振る。

「熟年夫婦よりも、新婚をご所望されている」

「誰が？」

「陛下が」

　またあいつか、と口に出そうになった言葉をこらえた。

「アーレント殿は、陛下のお気に入りだからな」

「きちんと手綱を握っておいてほしいものです」

「それは王妃様の役目。私がしゃしゃり出るなどおこがましい」

　サロモンの眼鏡が、何かの光を捕えて反射した。

「俺が断ると言ったらどうするおつもりですか」

「もちろん。君のことだから、断らないはずだ」

　彼の言う通りである。根が真面目なアーレントは、口では文句を言うものの最終的には頼まれごとを引き受けてしまうのだ。

　自分が断ったことで、他人に迷惑がかかるのを嫌っている。

「私も、君が適任だと思う。なによりも奥方を大事にしているからね。教育に必要なのはその気持ちなのだよ。それをジェニース殿下に教えてもらいたい。女性を思いやる気持ちと、王族の血筋の大切さだ」

　アーレントは大げさに肩を上下させて息を吐いた。

「俺は、ジェニース殿下に教えられるほど、そういった知識はありません」

「そこは安心してほしい。教本がある。従騎士たちに戦術を教えるような感じで、教本の内容をなぞってもらえればいい」

　それでもアーレントは、首を縦には振らない。断れないとはわかっているが、素直に引き受けるのも癪にさわる。

「これを引き受けたら、他の仕事は軽くしてくれるのでしょうか？」

　特に書類関係の仕事を減らしてもらいたい。

「もちろんだ。ジェニース殿下の閨教育は、君の最優先事項となっているからな。他の者でもできるような仕事は、他の者にまわすよ」

　それならばと、アーレントは渋々頷いた。断れない案件であれば、やはり自分の有利になるように事は進めたい。苦手な書類仕事がなくなると思えば、引き受ける価値のある仕事である。

　アーレントは、そう自身に言い聞かせた。

　サロモンから教本を受け取って、帰路につく。

『過去、教育に携わったものの記録簿もあるから、参考にしてくれ』

　そう言われて渡された書物と帳面はしっかりと革袋に包まれ、外からは何が入っているかわからないようにと配慮されていた。

　だからといってこの教本を教官室で読むのは避けたい。となれば屋敷に持って帰り、そこで読むほうがいいだろう。

　アーレントは、屋敷から王城の敷地内にある騎士館まで、歩いて通っていた。

　王都内での移動は馬車か徒歩が主である。

　馬車は決められた広い道しか走ることができない。荷物があるときは荷車を引いたり、馬を引いたりする。王都の中心部は建物がごちゃごちゃと建ち並んでいるため、道幅が狭いのだ。たまに早馬が駆けることもあるが、それは有事の際のみとされている。

　アーレントが褒賞としてもらった屋敷は、中心部からは幾分か離れているため、庭も広く、近接する建物からの距離も離れていたが、適度な訓練と考え今でも歩いて通っている。

「ただいま帰った」

　ユスティネはその声を聞きつけると、すぐにアーレントを出迎えてくれる。

「おかえりなさいませ、アーレント様」

　彼女の視線はアーレントの手元で止まった。

「今日はお荷物が多いのですね。お部屋までお持ちしましょうか？」

　アーレントは上着を執事のフレディに預ける。フレディもアーレントの元部下である。アーレントが団長を退くときに、彼も騎士を辞めた。諜報関係の能力に長けていたが、アーレントと同じく魔獣討伐で怪我を負い、騎士を続けられなくなった者である。彼は、左目を失っていた。

　ユスティネもフレディに慣れたのか、彼と会話はできるようだ。そしてフレディも立場をわきまえており、必要以上にユスティネに近づこうとはしない。

「いや、大丈夫だ」

　そう答えたアーレントは、なによりも革袋の中身を彼女に知られてはいけないような気がしていた。

　ユスティネは甲斐甲斐しく部屋までついてきて、アーレントの着替えを手伝おうとしてくれる。新しい着替えを手渡すだけだが、それすら心が和らぐ行いである。

　夫婦といっても名ばかりの夫婦であり、触れることさえない。しかしお互いに嫌っているわけではなく、できるだけ寄り添う努力はしている。

　そんな関係だからこそ、彼女とは初めて会った日に手を触れただけで、それ以上の行為はない。

　それにもかかわらず、第一王子の閨教育をまかされてしまった。さて、本当にできるのだろうか。

「どうかされましたか？」

　自分でも気づかぬうちに、ユスティネの顔をじっと見つめていたようだ。彼女は不思議そうに首を傾げている。

「いや、なんでもない」

　そう言って、彼は誤魔化した。




　ユスティネと二人の夕食を終えると、アーレントは自室にこもった。閨教育は二か月後から始まるとのこと。それまで、教本の内容を理解しなければならない。

　男女の身体の造りから、子を授かるまでの過程。行為に及ぶまでの流れや、その後の気持ちの変化など、医学的ものから心理学的なものまで、内容は多岐にわたる。それだけ子を授かる行為が神聖なものであり、重要であることはわかっているのだが。

（無理だろう……）

　教本を読めば読むほど、自分がジェニースに指導するのは難しいのではないかと思えてくる。

（そもそも、女性に触れたことがない……）

　アーレントは十五歳の頃から従騎士として鍛錬に励み、そのまま王国騎士団へ正式に入団した。王国騎士団と一言で口にするが、それは五つの団から成り立っている。

　王族や重鎮の警護を務めたり諜報活動を行ったりする第一騎士団、王都の警備を務める第二騎士団、地方の警備を担う第三騎士団と第四騎士団、そして魔獣討伐を主とする第五騎士団の五つである。

　アーレントは、騎士団入団と同時に魔獣討伐を専門とする第五騎士団への配属希望を出した。はぐれ魔獣の討伐をしながら実力をめきめきとつけ、年を重ねるごとにその地位もあがっていった。

　彼が魔獣討伐に力を入れていたのも、家族が魔獣によって失われたからである。

　物心ついたときから、母親はいなかった。父親と二人暮らしであったが、父親はアーレントと同じ騎士であり、第五騎士団に所属していた。

　下位貴族や庶民出の騎士は、魔獣討伐を主とする第五騎士団へ配属されることが多い。もちろんその騎士団が一番危険だからである。

　アーレントの父親は、はぐれ魔獣を討伐している最中に命を落とした。だが、それによって一つの領地は救われた。彼の父は、命を落とした後に名ばかりの爵位を授かった。

　それはアーレントが十六歳のときだった。すでに従騎士であったアーレントは、騎士館に隣接されている宿舎で生活をしていたため、父親がいなくなっても生活に困ることはなかった。ただ、魔獣への闘志が高まっただけ。

　騎士団に入団したアーレントは、父親の名ばかり爵位のおかげで、近衛や警備、諜報など好きな部署を希望することができた。それでも彼は、あえて第五騎士団を選んだ。

　アーレントの父の名は騎士たちの中にも知れ渡っており、その息子が自らの意思で第五騎士団を選んだとなれば、周囲からの期待も高まるものである。その期待に応えるかのように一心不乱に剣を振り回し、魔獣を倒していたら、いつの間にか団長と呼ばれるようになっていた。

　だから、アーレントは女性と懇ろになったことがない。そんな時間があるなら、魔獣を倒すために剣術を磨き、体力をつけたいと思っていたくらいだ。

　また、ユスティネにも伝えたが、あの魔獣討伐以降、ただでさえ少なかった性欲がぷつりと消失してしまった。いや、ほんの少しはあるかもしれないが、隣でユスティネが寝ていても少しだけ心が高まるものの、我慢できる程度である。

　団長時代には女性に言い寄られることもあったが、その辺はうまくあしらっていた。そして怪我をすれば女性たちは離れていき、団長を退けば寄ってこなくなる。

　結局、彼女たちが見ていたのはアーレントという一人の男ではなく、第五騎士団団長という肩書だったにすぎない。

　ぼんやりと考えながら、教本をパラパラとめくっていく。男女の身体の違いについては、教本をなぞればいいだろう。だが、実際の男女の営みは無理だ。

（女性は性的興奮が高まると、膣から分泌液を出す。これがスムーズな挿入に繋がる……）

　読めば読むほどうなだれたくなる。

（教本に書かれていないことを聞かれたら、答えられない）

　ため息をついて、教本をパタリと閉じた。

　両肘を机の上について、頭を抱え込む。

（わからない……できない……引き受けるのではなかった……）

　深く息を吐く。

「アーレント様……」

　名前を呼ばれて身体を大きく震わせたのは、その声の主がユスティネであったからだ。

　彼女は、寝室へと繋がる扉からこちらの部屋へとやって来ていた。アーレントはゆっくりと振り向いた。

「お返事がなかったので、入ってきてしまいましたが……。ご迷惑、でしたよね」

　教本に夢中になりすぎて、ノック音を聞き逃したようだ。

「おやすみのご挨拶をと思ったのですが。もしかして、アーレント様。具合が悪いのですか？」

「いや、大丈夫だ。あなたはもう、寝るのか？」

　彼女は淡い薄紅色のナイトドレスを着ており、その上にガウンを羽織っていた。このドレスもアーレントが手配したものだ。幻の妖精姫に似合いそうなものを選んだつもりであった。ガウンによってドレスの大部分は隠されているが、案の定、似合っている。

「はい」

「そうか。俺はもう少し仕事が残っているから、こちらで起きている」

「どうか、ご無理をなさらないでくださいね」

「ああ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　彼女が頭を下げると、解かれている象牙色の髪が、はらりと肩から流れた。くるりと背中を見せて寝室へ向かう様子から、なぜかアーレントは目が離せない。

　閉じられた扉の向こう側に消えた彼女の幻影を、いつまでも目で追っていた──。




「……さま……れんとさま……。アーレント様、朝ですよ」

　その声にはっとして目を開けた。目の前にはユスティネの顔がある。

「アーレント様、今日はゆっくりされていて大丈夫なのですか？」

　アーレントは、いつもユスティネが起きる一時間以上前には目を覚ましている。そして外で身体を動かし、汗を流してから朝食の席に着くのだ。

「ああ……」

　アーレントが身体を起こそうとすると、ユスティネはすっと身を引いたが、困惑した様子で彼を見つめていた。

「やはり、具合が悪いのですか？　今日のお仕事はどうされますか？」

「昨日、仕事が終わらなくて、寝るのが遅くなっただけだ。今日は、昼過ぎから行けばいいから」

　目頭をおさえてアーレントが答える。

「もう少し、お休みになられますか？」

　ユスティネの口から出てくるのは、アーレントの身を案じるものばかりだ。

「いや。身体を動かせば、目は覚める」

　普段より重く感じる身体を引きずるようにして、寝台から降りた。

「俺は、少し身体を動かしてくる。先に朝食を済ませていてもかまわない」

「でしたら、あの……」

　まだ寝台の上に座っているユスティネは、アーレントを呼び止めた。

「見ていてもよろしいですか？」

　彼女と目が合った。紺色の瞳が、大きく開かれていた。

「見たいのか？」

「はい。ご迷惑でしょうか？」

「いや……」

　迷惑というよりは気恥ずかしい。

「なにも面白くはないと思うが。あなたがそれでよければ」

「ありがとうございます」

　彼女が軽く頭を下げると、ナイトドレスの肩紐がするっと落ちた。顔を真っ赤にしたユスティネは、慌てては肩紐をなおす。

　アーレントは見なかった振りをして、自室へと向かう。ユスティネも慌てた様子で寝台から降りると、着替えるために部屋へと向かったようだった。

　アーレントは、従騎士のときから毎朝剣を振るのを日課としていた。それは、今でもかわっていない。怪我をしてから長時間剣を握ることは難しいが、短時間であれば体力の維持にも繋がる。また、従騎士たちへの指導のためにも、正しい構え方は忘れたくないのだ。

　アーレントが魔獣討伐で使っていた剣は両手剣である。アーレントの肩ほどの高さまである剣は、産まれたての赤ん坊ほどの重量があった。

　毎朝、それを数十分ほど振り回していた。

　今日はユスティネがその様子をじっと見ている。彼女は何も言わない。日傘を差してその場に立ち、アーレントから目を離さずにいた。

　最後の一振りを終えたアーレントは、両手剣を鞘へとしまう。

　この剣を使って魔獣討伐へと向かうことはない。それでもアーレントにとって、これは命の次に大事なものである。

「アーレント様。お疲れ様です」

　ユスティネがそっとタオルを差し出した。まさか、彼女がここまで準備してくれているとは思わなかった。

「ありがとう」

　受け取り、額から流れ出る汗を拭う。からっと乾いているタオルからは、ほのかに彼女の匂いが漂っていた。

「どうした？　この剣に興味があるのか？」

　ユスティネの視線は、アーレントが抱えている両手剣に釘づけである。

「あ、はい。このような大きな剣を、間近で見たのは初めてです」

「持ってみるか？　さすがに、鞘からは出せないが」

　ユスティネの手に触れないように、鞘の先を地面にくっつけて、少しだけ彼女のほうに剣を傾けてみる。

　アーレントを見上げたユスティネは「よろしいのですか？」と驚きの表情を見せながらも、すぐに口元を和らげていた。

「ここの柄をきっちりと握っておくように」

　ユスティネが柄を握りしめるのを見届けてから、アーレントはゆっくりと手を離す。だが、先端だけを地面につけている剣は、ユスティネに主導が渡った途端、大きく傾きかける。

「おっと」

　アーレントが剣を慌てて支えた。

「あなたのほうに倒れてしまっては危ないからな」

「ごめんなさい。思っていたよりも重くて」

「いや。先に注意しなかった俺も悪い。この剣は、赤ん坊くらいの重さがある」

「まぁ。それほどに？　重くはないのですか？」

「慣れれば」

　アーレントは右手を見つめ、ぐっと握りしめた。

　慣れてもこの手に以前のような感覚は戻ってこない。時間が経つと、右手から力が抜けていく感じがするのだ。

「お腹が空いただろう？　朝食にしよう」

　軽々と剣を手にしたアーレントは、屋敷に向けて歩き出した。その後ろを、小走りでついてこようとするユスティネの気配を感じ取る。

　彼は少しだけ、歩調を緩めた。




　ジェニースの教育を引き受けたため、アーレントの事務作業はぐっと減った。従騎士への指導に注力できるようになり、彼らの微妙な身体の変化などにも気づく余裕が生まれた。また、従騎士のほうからも、アーレントに相談することも増えた。

　彼らは、教官室へ行っても書類に目を落としているアーレントには、話しかけづらかったらしい。その話を耳にした彼は、指導が終わった後、希望する従騎士たちと話し合う時間を設けたのだ。

　少しずつ彼の顔に浮かぶ笑みが増えているのだが、アーレント自身はそれにすら気づいていない。敏感な年代の従騎士たちはそれを見て、さらにアーレントに敬意と親しみを込めて接し始める。

　そうやって、あの話を引き受けてから二十日が経った。残り一か月と少しで、ジェニースに教育をしなければならない。その間、変わったのはアーレントの仕事の内容と従騎士たちとの関係くらいである。

　彼は、ユスティネが寝てから教本の内容を学んでいた。教えるためには、自分が理解しなければならない。

　それでも毎夜、彼の口から漏れるのはため息ばかりだった。

　夜な夜な遅くまで教本を目に通しているためか、朝の起床時間も次第に遅くなっていた。

　しかし最近では、騎士館へ行くのもゆっくりであったため、朝はユスティネと時間を過ごしていた。

　だが、今日は朝議があった。

　飛び起きて、驚くユスティネに挨拶だけをして慌てて屋敷を出る。

　アーレントが指導した従騎士達が、南の公爵領に派遣されることになったのだ。そこには鉱山があり魔石が採れる。だが、鉱山に魔獣が住み着いてしまい、鉱夫たちが困っているとのこと。

　結界のこちら側にまで入ってきてしまった魔獣であるが、特に凶暴性はなく、今のところ人的被害は出ていない。しかし魔石の採掘ができない。

　そのため、第五騎士団に魔獣討伐の依頼がきたのである。

「必ず二人以上で行動しなさい。魔獣に背中を見せてはならない。わかったな」

　初討伐に向かう三人の従騎士に、アーレントは激励の言葉をかけた。

　今回の魔獣は大人しいため、従騎士の中で魔獣討伐を目指す者も選ばれた。実践を積み、即戦力として使えるようにという思惑が、上にはあるようだ。

　討伐へと向かう彼らを見送り、アーレントは教官室へと戻った。

　見送られる立場から見送る立場になってしまった。少しだけ右肩が疼く。

　アーレントは、いつもより早い時間に帰路につく。まだ太陽は充分に高く、日差しも強い。

　ふとユスティネのことが気になった。彼女は毎日、何をしているのだろうか。

（本を読むことが好きだと言っていたな。最近は、魔獣にまで興味を持っているようだ。あいつらのせいか）

　ユスティネは元騎士の二人の侍女ともうまくやっているようだった。

　また、新興貴族としてやるべきことなども、アーレントの代理で行うときがある。そういった意味では、彼女がいて助かっている。

「ただいま帰った」

　いつもなら出迎えてくれるはずのユスティネの姿が見えない。フレディに上着を預けながら尋ねると「部屋で読書でもしているのでは」とのことだった。

　読書に夢中でアーレントの帰宅に気づかなかったのだろう。それにいつもと異なる時間に帰宅してしまった。

　アーレントが自室の扉に手をかけると、中から物音が聞こえた。

「誰だ」

　侵入者を威嚇するために大きな声をあげると、中にいたのはユスティネであった。彼の声に驚いたのか、両手で本を抱きかかえて、ふるっと大きく身体を震わせている。

「何事ですか」

　アーレントの声を聞きつけた使用人たちが駆けつけてきたが「なんでもない」と彼らを制して、持ち場に戻らせる。

「申し訳ありません、アーレント様……。ご本をお借りしようと思って。今日は、早かったのですね……」

「あ、ああ」

　ユスティネは本を借りたいと口にした通り、アーレントの机の前に立っていた。そして彼女は、何冊かの本を手にしている。

「この部屋にある本は、自由に読んでかまわないと言っていたはずだ。先ほどは、大きな声を出して悪かった」

「いえ、わたくしもアーレント様がお帰りになりましたのに、お出迎えもせずに申し訳ありませんでした」

「ところで、あなたはなんの本を読もうとしていたのか」

「え、と……魔獣について、もう少し知りたいと思いまして……」

　彼女の視線が宙を泳いでいる。

「そうか……あなたが手にした本を見せてもらってもいいだろうか。魔獣についてわかりやすい本がいいだろう」

「え、と。それは……」

　ユスティネは胸に抱きかかえていた本を、背中に隠す。

　アーレントは嫌な予感しかしなかった。いつもであれば、あの教本を机の中に隠しておく。それは屋敷を出る前に必ず確認することだ。だが、今日は寝坊した。

　昨夜読んでいた教本は、机の上に読んだままの状態で置いてあったはずだ。だが今、机の上は綺麗に片づけられていて、教本がない。

　そして、手にしている本を隠そうとしているユスティネの姿を見たらは、彼女が手にしている本がなんとなく予想ができる。

「ユスティネ。すまないが、その本は返してもらえないだろうか」

「あ、あの……え、と……」

　ユスティネは顔を真っ赤に染め上げ、小刻みに唇を震わせている。

「それは教科書なんだ。俺はジェニース殿下にそれを教えなければならない」

「あ、はい……」

　ジェニースの名前が効いたのか、ユスティネはゆっくりとアーレントの側に寄ってきて、頭を下げ両手を伸ばして教本を差し出してきた。

「勝手に見てしまい、申し訳ありませんでした」

「いや。この部屋にある本を好きに見ていいと言ったのは俺だ」

　ユスティネの手に触れないように気を配りながら本を受け取った。だが、彼女はその姿勢のまま顔をあげようとしない。

「ユスティネ。顔をあげなさい。俺は、怒っていないから」

　そろりと顔をあげたユスティネであるが、その顔は茹で上がっており、目もどこか潤んでいる。

（なぜ、そんな顔をする……）

　はくはくと彼女の唇が震えており、やっとの思いで言葉が紡ぎ出される。

「あ、アーレント様は。他の女性と……そ、そのようなことを、されるのですか？」

　ユスティネの言葉の意味が理解できなかった。

「ジェニース殿下に、アーレント様が教えるのですよね。その本の内容を」

「そうだ」

「つまり、アーレント様が、殿下の前で実技をされる……」

　アーレントは息を呑んだ。まさか、そこまで読まれているとは思っていなかった。

　サロモンから受け取ったものは、教本の他に歴代の教育者の記録簿だ。それに書かれていたのが実技の内容。つまり、教育のために対象者の前で身体の重ね方を実演するという内容であった。

「そ、それは……」

　アーレントの頬にも熱がこもる。ずっと悩んでいた原因がこれだった。

「お相手の方は、どなたですか？」

「それは……」

　答えることはできない。そもそも決まっていない。

「アーレント様は、わたくしという妻がいるのに、他の女性を抱かれるのですか？」

「違う。それは決してない。あのときも言ったが、俺は女性に対してあまり欲情しない。だから困っている。教本の内容もよく理解できないのだ。女性のことはさっぱりわからない。だからといって、誰に聞いたらいいのかもわからない」

　ユスティネは力強く見つめてくる。顔を真っ赤にしているのは、怒りのせいなのか恥ずかしさのせいなのかもわからない。だが、熱のこもった視線をぶつけてくる。

「……わたくしでは、駄目ですか？」

　その言葉に、アーレントは眉間に力を込めた。

「わたくしはアーレント様の妻です」

　彼女がはっきりと意思表示をする姿に、躊躇いを覚える。だが、彼女の言う通りユスティネはアーレントの妻である。身体を重ねるどころか口づけを交わしたこともないが、書類上は夫婦であり、アーレントにとって最も近い場所にいる女性で、時間を共有している女性である。

　ゴクリと喉を鳴らす。

「だが、あなたは男性に触れることができない。それを承知のうえで俺はあなたと結婚をした」

「ですが」

　彼女が自身の両手を力強く握りしめた。

「アーレント様には少しだけですが、触れることができました。わたくしもこのままでいいとは思っておりません。いつかは、妻としての役目を果たしたいと、そう思っているのです」

　普段はおっとりとしている彼女のどこに、このようなはっきりとした意思が隠されていたのかがわからない。

　だが、アーレントも彼女からそう言われて悪い気はしなかった。特に、妻としての役目を果たしたいとはっきりと口にされてしまえば、じわりと腹の底から喜びさえ沸き起こってくる。

　アーレントも彼女を真っすぐに見下ろした。心臓が痛いくらいに動いている。

「あなたがそこまで言うのなら……」

　アーレントは自分の気持ちを押し殺すように、その言葉を口にする。

「だが、あなたは男性に触れることができない。いきなり妻としての役目を果たすのは無理だろう？」

「そ、それは……」

　ユスティネは身体を強張らせた。何が原因となって彼女をそうさせてしまったのか、アーレントは知らない。だが、彼女を怯えさせたいわけでもない。

　アーレントはすっと右手を差し出した。

「まずは、俺と握手をするところから始めないか？」

　ここは順を追って触れ合うべきだろう。それにアーレント自身も、まだそれほど欲が沸かない。少しずつ触れ合って最終地点に辿りつければいいのだが、今の段階ではそれもわからない。

　それでも今は、手を繋ぐところから始めたい。

　ユスティネは驚いたのか、アーレントの右手をじっと見つめている。そして見上げて、彼の顔を見る。と思えば、また手元に視線を戻す。

「怖いのか？」

　今までの彼女の態度を見れば、男性を怖いと思っているのはわかっているし、怖い思いをさせてまで触れ合いたいとは思っていない。むしろ、彼女に嫌われたくない。

「アーレント様は、怖くありません」

　ユスティネはそっとアーレントの右手に触れる。健気な彼女が微笑ましく、ふっと笑いがこぼれた。

「よろしく頼む、奥さん」

　握った手にきゅっと力が込められた。







第三章








　ユスティネは自分でも大胆なことを口走ってしまった自覚はある。だが、それでも彼が他の女性と行為に及ぶことを考えたら、胸が苦しくなってしまったのだ。

「おはよう、ユスティネ。朝食の前に、庭を散歩するか？」

　アーレントの言葉に頷いてみたが、まだ頭はぼんやりとしている。

　昨日、なかなか寝つくことができなかった。

「まだ眠そうだな。寝ていてもいいぞ？　俺は身体を動かしてくる」

「わたくしもご一緒します」

　眠い目をこすりながら身体を起こしたユスティネは、そろりと寝台から降りた。

「下で待っている」

　アーレントはとっくに着替えを終えていた。

　昨日、ユスティネはアーレントの妻としての役目を全うしたいと口にした。

　だが、いきなりは難しい。握手を交わしてみたが、それ以上はどうしたらいいかがわからなかった。

　するとアーレントは、まずは手を繋ぐところから始めようと提案してきたのである。

　──毎朝、一緒に散歩をするか？

　口調はいつもと変わらないのに、彼の顔が少しだけ紅色に染められていた。

「おはようございます、奥様」

「アーレント様と朝食の前にお散歩をすることになりました。急いで準備を手伝ってください」

　アーレントの名が出たことに、三人の侍女の顔は華やいだ。てきぱきとドレスを着せ、髪を結い上げる。日焼け止めの乳液もパシャパシャとつけられる。

「では、朝食の準備をしてお待ちしております」

　どうぞごゆっくり、とでも言うかのようなシーラの口調に、ユスティネの心臓はトクトクと高鳴っていた。

　ユスティネがエントランスに向かうと、アーレントはソファに座って新聞に目を通していた。彼女に気がつくと、新聞を丁寧に折りたたみソファの上に置いて立ち上がる。

「お待たせしました」

「そのドレスも似合っている」

「ありがとうございます」

　アーレントがすっと左手を差し出した。

「朝の散歩に行こうか」

　口元に笑みを浮かべている彼の手に、ユスティネは自分の手を重ねた。

「朝でも日差しは強いからな」

　そう言ったアーレントは、空いているほうの手に日傘を持っている。

　背中に視線を感じたのは、見送っている使用人たちのものだろう。ユスティネは恥ずかしくなり、振り返ることができなかった。

　二人で並んで外に出ると、まだ微かに冷える空気が素肌にまとわりつく。それでも朝日は眩しく、おもわず目を細くした。

「たまには、このような身体の動かし方もいいもんだな」

「はい」

　アーレントが日傘を差し、ユスティネに日陰を作った。

「あなたは肌が白いから、日差しに当たると赤くなってしまうだろう」

　ささやかな彼の心遣いが、ユスティネの気持ちをくすぐっていく。

「おはようございます、旦那様、奥様」

「ああ、おはよう。朝から精が出るな」

「おはようございます」

　庭師が花に水やりをしていた。

　ユスティネは白くて細い花びらが反りかえっている花を、興味深そうにじっと眺める。

「それはハマユウです。日当たりと水はけのよい場所を好むのです」

「花びらがくるくるしていて、面白い花ですね」

　ユスティネはそう答えていたが、アーレントと繋がれた手にはきゅっと力が込められる。

　庭師と幾言か言葉を交わしてから、足をすすめる。

「先ほどの花が気に入ったのか？　いくつか摘んで、部屋に飾らせるか？」

「いえ。花を見たいときにはこちらに来ますから。せっかくあそこで綺麗に咲いているのに、摘んでしまうのはもったいないです」

　二人が目指すのは、庭の奥にある東屋ガゼボである。そこをぐるりと一周して戻ってくる。それが二人で考えた散歩のコースであった。

「不快ではないか？」

　東屋に着いたとき、アーレントはユスティネに尋ねた。

「俺とずっと手を繋いでいたが、大丈夫か？」

「はい。不快ではありません」

　だが、彼女の心臓はバクバクと激しく音を立てている。それでもすぐにこの手を離したいとは思わない。

　むしろ、もう少し彼と触れたいと思う欲が沸き上がっていることに困惑する。

（やはり、アーレント様が相手だから？）

　そんな彼女の動揺すら知らぬアーレントは柔らかく微笑み、ユスティネを見つめていた。ユスティネも彼を見上げれば、目が合う。

「顔が赤いな。もしかして、日に当てられたか？　きちんと日傘の中に入りなさい」

　アーレントは繋いでいた手を離し、ユスティネの肩を抱き寄せる。

「あ。すまない、つい……」

　手を繋ぐ以上の触れ合いをしてしまったことによる謝罪なのだろう。

　やはりアーレントに触れられても、嫌な気持ちにはならなかった。

「いえ。大丈夫です。わたくしは、アーレント様の妻ですから」

　ユスティネはアーレントの妻である。それは紛れもない事実だ。そのことだけが他の女性とユスティネの違いであり、彼女が名も知らぬような女性たちに対する優越感を抱けるところでもあった。

　アーレントはもう一度優しく微笑むと、右手を差し出してきた。黙ってその手を掴み、少しうつむき加減で歩き出す。

　ほんの二十分ほどの散歩であったのに、ユスティネの身体はしっとりと汗ばんでいた。

「お帰りなさいませ。朝食の準備が整っております」

　戻ってきたところで、フレディが出迎えた。ユスティネは慌ててアーレントの手を離す。

　アーレントはそんな彼女を見て、困ったように笑みを浮かべていた。

　身体を動かした後のご飯は美味しい。いつもより食欲があったのかもしれない。アーレントがにこにこと笑いながら、ユスティネの皿にお代わりのパンを置いたのだ。

「こちらのパンも美味しいぞ？　ここで雇っている料理人は、野営でも美味しいご飯を準備できる者たちだから、腕がいいんだ」

「もしかして、彼らは魔獣の調理もできるのですか？」

　魔獣はきちんと処理さえすれば食べられると聞いている。特に野営時には貴重な食料となる。

「ああ。できる。もしかして、魔獣を食べてみたいのか？」

「少しだけ。興味はあります」

　ユスティネがはにかみながら答えると、アーレントは魔獣の食べ方について話し始めた。

「魔獣は体液に魔力を持っているから、食べるためには血抜きをする必要があるんだ」

　けして朝食の場に相応しい話題とは言い切れないが、それでもユスティネは黙って彼の話を聞いていた。

　魔獣の体液を取り込むと心理的な変化を起こす。だから食べるためには血抜きをしっかりと行う必要がある。

　また、魔力を取り込んでいる体液に魔石を漬け込むと、魔石の魔力を回復させることができるため、魔獣の体液は貴重なものとして扱われているのだ。

「すまない。朝からすべき話ではなかったな」

　フレディの冷たい視線に気づいたのだろう。アーレントは慌てて取り繕う。

「いえ。大変興味深いお話でした」

　ユスティネが興味を示したのは魔獣の血だ。魔獣の血による心理的変化。

　アーレントは怪我をしたことがきっかけとなり、女性に対して欲が沸かないと口にしていた。傷口から魔獣の体液を取り込んでしまったとは考えられないだろうか。

　だが、それをアーレント本人に確認することは躊躇してしまう。

　ユスティネがぼんやりと考え込んでいるうちに、朝食は終わってしまった。




　その日から、アーレントとの朝の散歩は日課となった。

　彼は剣の素振りをやめ、ユスティネとのんびりと庭を歩く。もちろん、二人の手は繋がれている。

　朝の散歩を始めてから五日が経った。その間、手を繋ぐ以上の進展はなかった。あのとき肩を抱かれたくらいだ。

「アーレント様……」

　中継点の東屋で、ユスティネは思い切って彼に声をかけた。

「そろそろ、次に進んでも大丈夫です」

　自ら口にして望んでしまうことが、恥ずかしい。だが、その言葉だけではアーレントには伝わらなかったようだ。

　彼は眉間に皺を刻んで、口元に手を当てている。

「あの……手を繋ぐ次をお願いします」

　すると彼が刻んだ皺はより深くなる。

「ジェニース殿下の教育が始まるまでは、あと一か月ですよね」

　それまでに一通りのことをこなさなければならない。まだ手を繋ぐだけの二人が、すべてをこなせるようになるのだろうか。

「そうだが……」

　アーレントは困惑している。

「手を繋ぐ次は、なんだろうか……」

　アーレントが口にすると、ユスティネも考えてしまう。

　いきなり口づけでは難易度が高すぎる。となれば、手と手以外のところに触れるのはどうだろうか。

「肩を抱いてもらってもよろしいでしょうか。以前、少しだけ抱いてくださいました」

　アーレントは何か思い出したように、目を大きく開けるとそっとユスティネに近づいた。

「嫌だったら言ってくれ」

　アーレントは隣にいるユスティネの左肩に、彼女の背後から左腕を伸ばす。すると彼女は、すっぽりと彼の腕の中に入ってしまった。これだけ密着すれば、うるさく鳴っている心臓の音が聞こえてしまうのではないか。

「嫌ではありません」

　ユスティネのほうからも、彼の胸元に頭を預けた。ドクドクドクとどちらのものかわからない鼓動が聞こえる。

　はっとして見上げると、近くにアーレントの顔がある。

「俺も緊張している」

「わたくしもです」

　アーレントの身体に包まれながら、ユスティネは動けずにいた。

　緊張して身体に力は入るが、嫌悪感はない。むしろ、もう少しこのまま彼に包まれていたい。

「抱き寄せてもいいか？」

　ユスティネが返事をしないうちに、アーレントの右腕が伸びてきて、今度はユスティネを全身で包み込む。

　アーレントがユスティネの首元に顔を寄せる。

「あなたはいい匂いがする」

　ささやかれた低い声が、ユスティネの身体を震わせた。

「それに、とても柔らかい」

　そこでぱっとアーレントは離れた。

「す、すまない。俺は、くさくなかったか？」

　アーレントが慌てて、自分の腕をくんくんと嗅いでいる。

　その様子が、犬がじゃれているようにも見えて、ユスティネは微笑んだ。

「陽だまりの匂いがしました。アーレント様は太陽のような方ですね」

　赤茶の髪も琥珀色の瞳も、太陽の色に見えてくる。

「そうか。だが、あなたを抱きしめるのは、風呂からあがった後にしよう」

　そう言ったアーレントは、左手を差し出してきた。これは、手を繋げという無言の合図である。ユスティネはすぐにその手を取った。

　二人が屋敷に戻ると、フレディは口元をニヤニヤとゆがめていて、アーレントはそれを睨みつけた。




　その日の夜、ユスティネが夫婦の寝室へと向かうと、アーレントはソファにゆったりと座ってグラスを傾けていた。透明な液体の中に、微かにはじけている気泡がある。

「隣に座ってもよろしいでしょうか」

「ああ」

　ユスティネは、すとんと彼の隣に座った。

「何を飲まれているのですか？」

「スパークリングワインというものだ。あなたも飲んでみるか？」

「では、少しだけ」

　ユスティネが答えると、彼はグラスに少しだけワインを注ぐ。はじける泡に合わせて、ユスティネの心臓もトクトクと速くなる。

「乾杯」

　アーレントが少しだけグラスを傾けたので、ユスティネも小さく「乾杯」と呟いた。何に対する乾杯かわからないが、その言葉を口にするだけで気持ちが高鳴るから不思議なものである。

　ユスティネがグラスに口をつけて一口飲むと、顔をしかめる。

　その様子を見ていたアーレントは微笑する。

「美味しくなかったか？」

「お口の中が、しゅわしゅわします」

「苦手なら、無理して飲まなくてもいい」

「初めてだったので、驚いただけです」

「これは、ナムリマ商会の新商品のようだ。昔の部下からもらったんだ」

　その一言で、彼が騎士団でどのように思われていたかも伝わってくる。

「今のお仕事はどうですか？　騎士団で指導をされていると聞いておりますが」

　ユスティネはもっと彼を知りたいと思っていた。一緒に時間を過ごすときは、ユスティネの気持ちを尊重し気遣ってくれる。きっと彼は普段からそのような人物なのだろう。

「ああ、そうだな。従騎士の指導が多い。先日、彼らが魔獣討伐に向かったから、少し心配なところはある」

　穏やかな彼の声が、ユスティネの心を刺激する。

「指導も誰でもできるわけではありませんからね。きっと、アーレント様だからお声がけされたのでしょう」

「そうか。そのように考えたことはなかったな。ただの嫌がらせかと思っていた」

「嫌がらせって……アーレント様にそのようなことをされる方がいらっしゃるのですか？」

　お酒の力もあってか、今日のアーレントは饒舌だった。

　普段、指導者として従騎士たちをどう思っているのか、以前の部下たちはどのような者が多かったのか。彼の人となりがわかるような、そんな話が多かった。

　空になったグラスを置くと、アーレントはじっとユスティネを見つめてきた。

「今朝はすまなかった。あなたの口から言わせることではなかった」

　ユスティネにはアーレントが何に対して謝罪しているのかがわからなかったが、なんとなく恥ずかしくて、彼の顔を見ることはできない。視線を泳がせる。

「こういうときは、男性が主導したほうがいいらしいな」

　アーレントの耳の下が、ほんのりと赤くなっている。

「あなたを抱きしめてもいいだろうか」

　彼の落ち着きを払った低い声が、ユスティネの身体の奥を疼かせた。

「はい。よろしくお願いします」

　アーレントは座り直すと、隣から肩を組むように手を伸ばしてきた。身体を抱き寄せられる。

「嫌か？」

　彼はユスティネに触れるときに、必ずそう尋ねてくる。だからユスティネも答える。

「嫌ではありません」

　そう答えると、彼の身体から力が抜けていく。そんな些細な仕草ですら、ユスティネに伝わってきた。

　もう片側の手も伸びてきて、座っていながらも向き合うようにして抱きしめられる。

「やはり、あなたはいい匂いがする。俺とは違う」

「アーレント様も、石鹸の香りがします」

「先ほど、一生懸命洗ったからな」

　ユスティネも、もぞもぞと腕を伸ばしてアーレントの背中に手を回してみた。アーレントの身体が、ふるっと震えた。

「嫌でしたか？」

　ユスティネは顔をあげることはせずに、いつもアーレントが使っている言葉を口にした。

「嫌ではない。驚いただけだ。あなたから触れてもらえるとは思っていなかった」

「アーレント様は、大きな身体をされておりますね」

「あなたは、柔らかいし細いな。力を入れたら折れてしまいそうで、少し怖い」

　ユスティネは思い切って顔をあげた。大胆な行動である。羞恥で顔は熱に染められているに違いない。

　恥ずかしい顔を晒してでもアーレントの顔を見たかった。

「ユスティネ……」

　彼もじっとユスティネを見下ろしている。お酒のせいなのか、彼の頬はほのかに赤く染まっていた。

　目が合った。

　互いの息が触れ合ってしまうほど、顔は近い。どうしたらいいか、何をしたらいいかがわからない。だけど、アーレントを見ていたい。

　鼓動と微かな息遣いが、お互いの存在を確かなものにする。

　ユスティネは目を伏せて、アーレントの大きな胸板に頭を預けた。すると、彼もユスティネの頭の上に顔を寄せる。耳元に彼の息が触れた。

　どのくらい彼の熱に包まれていたかはわからない。

「眠いのか？」

　優しく問われて、はっとユスティネは目を開けた。

「申し訳ありません。あまりにも心地よくて、眠ってしまいました」

「このようなところで眠っては、風邪をひいてしまう。眠いなら寝台へいきなさい」

「はい」

　ゆっくりとアーレントから離れ、ユスティネは立ち上がった。

「おやすみなさい、アーレント様」

「おやすみ」

　ふわふわとした気持ちの中、ユスティネは寝台へするりと潜り込んだ。ひんやりとしているシーツが火照った身体に心地よい。

　アーレントに抱きしめられた感覚が、まだ残っている。





◇◆◇◆　◇◆◇◆






　寝台へと向かう彼女の背を見つめていた。

　触れていた熱が、大きな塊となってアーレントを襲っている。身体が熱く、特に下腹部が疼いていた。

（ユスティネ……）

　触れれば触れるほど、彼女に触れたいと思う。だが、どうしたらいいかがわからない。拒まれてしまうのが怖い。

　だから、触れる前には必ず彼女の気持ちを確認する。それでも彼女は「嫌ではありません」と言葉にする。

　手を繋ぎ、肩に触れ、抱きしめた。となれば、次の段階はなんなのか。

（やはり、口づけだろうか）

　少し離れた場所の寝台では、ユスティネがすでに寝息を立てている。

　抱きしめてしばらくすると、彼女の身体が大きく傾いた。まさか、あそこで寝てしまうとは思ってもいなかった。だが、変に緊張されるよりはよかったのかもしれない。

　アーレントは飲み終わったグラスをトレイの上に並べると、すっと立ち上がった。

　向かう先は寝台ではなく、自室である。

　この時間から例の教本に目を通す。限られた時間の中で教本を確認するために、少しでも時間があればこうやって自室で机に向かう。

　さすがにユスティネのいる前でこの教本を読むのは避けたい。となれば、彼女が不在か眠っている時間しかないのだ。

　机の前に座り、引き出しから教本を取り出す。

　ジェニースの指導のために目を通し始めた教本であるが、いつの間にか彼女を抱きしめる次の行為として正しいものは何かを探し始めていた。

　そんな自分の気持ちの変化に困惑しつつも、ユスティネにもっと触れたい想いが溢れてくる。

（この結婚は、形だけの結婚ではなかったのか……）

　書類上の夫婦。女性に欲が沸かない夫と、男性に触れることのできない妻が、周囲を欺くための結婚。

　そう思っていたはずなのに──。

　そこでアーレントは両手で頭を抱え込む。

（ユスティネのせいだ。本当に、俺の妻になりたいのだろうか。あのような素敵な女性が、俺の妻であっていいのだろうか）

　彼女のひたむきさに触れれば触れるほど彼女を知りたいと願い、現状が信じられないと思う。

　相反する気持ちに、アーレントも頭を悩ませる。

（俺は、彼女にとって相応しい夫なのだろうか）

　目下のところ、アーレントの悩みはそれだった。

　彼女が素晴らしすぎて、夫として不釣り合いではないのか。

　世の女性は、アーレントという一人の男よりも肩書を見ていた。だが、彼女は肩書を失い、怪我を負っているアーレントのもとにきてくれた。となれば、少しは期待してもいいのだろうか。

　彼女を見つめ、彼女と目が合い、彼女と言葉を交わす。

　どの行為も拒まれていないし、ユスティネも恥ずかしそうにうつむきながら、時折は笑顔を見せてくれる。

　手を繋いだ時も、肩を寄せた時も、抱きしめた時も、彼女は受け入れてくれた。

（次は……どうしたらいいんだ……）

　これではジェニースに教えるどころの話ではない。むしろアーレントが教えてほしい。

（それにしても……いくら教育とはいえ、殿下の前で行為を見せつけるというのは、どうなんだ……）

　悩むところがいっぱいありすぎて、頭の中がごちゃごちゃし始めている。

　アーレントは立ち上がり、寝室へと向かう。

　先ほど片づけたグラスを手にし、そこに残っていたワインを注ぎ込む。

　一気に飲み干すと、愛おしい妻の隣で横になった。




　アーレントが相談相手として選んだのはフレディであった。彼は既婚者であり、アーレントのかつての部下でもあり、信頼できる男である。

　次の日、仕事を終え戻ってきたアーレントは、上着を預かるフレディをそのまま自室へと連れ込んだ。

「お前に相談したいことがある」

「奥様とのことですか？」

　フレディはニヤニヤとにやけている。心を見透かされたアーレントは少し悔しい。

「な、なぜ、それを……」

「いやぁ、いつボロが出るかなぁと。私もサマンサも、そう思っていたところですよ」

　アーレントは、ヒクリと唇をゆがませた。

「まあ、いい。そこに座れ」

　アーレントはフレディにソファに座るようにと、顎でしゃくった。

「それで、私に相談したいこととはなんですか？」

「お前、結婚して何年だ？」

　フレディの向かい側に座りながら、アーレントは尋ねた。

「そうですね。かれこれ、二年になるところ。ですかね」

「その前はどうしていたんだ？」

「その前？」

「結婚する前だ」

「そんなの、普通に付き合ってましたよ。知りませんでした？」

「知らん」

　フレディはサマンサと夫婦である。騎士団に所属していたときに結婚した二人であるが、その前に二人が付き合っていたことを、アーレントは知らなかったのだ。

「で。普通に付き合うとは、どういうことだ？」

「え？　まあ、そうですね。一緒に食事をしたり、一緒に出掛けたり。私もサマンサも騎士団の仕事がありましたからね。私が第五でサマンサが第二。だから時間が合うときは、できるだけ二人で過ごすようにしたって感じですかね」

「それで、なぜ結婚しようと思った」

「三年付き合いましたからね。三年も続けば、結婚してもやっていけるかなと。怪我をしたときはどうなるかと思いましたが、私とサマンサをここで雇ってくれたことには感謝していますよ」

　サマンサも、フレディが怪我をした時期に騎士団を退団した。怪我をした夫を近くで支えたいというのが、彼女の考えだったのだ。

「お前は、第五騎士団の中でも情報収取に優れていたからな。騎士を続けられないのであれば、俺の面倒くさい仕事を手伝ってもらおうと思っただけだ」

「私はもともと肉体派じゃないんですよ。団長と違って頭脳派ですから」

　その話は、騎士団で共に剣を振るっていたときからのフレディの口癖だ。

「だから、その頭脳派のお前に相談がある」

「奥様は、団長のことが好きですよ。って、旦那様とお呼びすべきでした。懐かしい話でつい口が滑ってしまいました。申し訳ありません」

「ここには俺とお前しかいないから、あまり堅苦しくするな」

　アーレントの言葉を聞いて、フレディは口角をあげる。

「そのほうが、団長らしいですね。奥様と触れ合っているときは、別人のようで不気味ですから」

「不気味なのか？」

「だって、キャラ違い過ぎません？」

「だって、幻の妖精姫だぞ？　可愛すぎてどうしたらいいかがわからない」

　アーレントが頭を抱えてうなだれると、フレディの不気味な笑みはさらに増す。

「ですが、奥様だって団長のことは好きですよ？　私のときは絶対に目を合わせてくれない。必要最小限の会話はしますが、サマンサがいないと会話になりませんからね」

「そうなのか？」

　アーレントが顔をあげると、ニヤついているフレディと目が合った。

「そうですよ。私の言うことが信じられないのであれば、サマンサからも聞いてください」

「お前がそこまで言うのなら」

　サマンサに聞くまでもないだろう。それに、フレディの言うことにはアーレント自身もなんとなく心当たりがあった。

「それで、どんな相談なんですか？　奥様に嫌われてるんじゃないかって、不安だったんですか？」

「違う……」

　フレディの言葉に鋭く目を細くし、大きく息を吐く。

「お前は、サマンサとうまくいってるのか？」

「自分のことは棚にあげておいて、私のことですか？　それなりにうまくいっておりますよ。これも団長のおかげですね。サマンサも仕事が楽しいと言っておりましたからね。奥様は優しいし、言うことないそうです」

　フレディとサマンサは、屋敷の別棟で暮らしている。

「お前たちは、子どものことはどう考えているんだ？」

「それは、団長たちが先でしょう？　そこはわきまえておりますよ」

「お前は、怪我をする前と同じように、サマンサを女性として見ることができているのか？」

　その言葉を耳にしたフレディも眉間に力を込めた。少しだけ罰の悪そうに顔を曇らせる。

「知っていたんですか？」

「いや……。俺がそうだから、お前はどうなのかと思っただけだ。俺は、女性に対する欲が沸かない」

　アーレントがはっきりと口をしたことで、フレディも深く息を吐いた。

「団長もでしたか」

　その一言がすべてを語っている。

「サマンサも状況をわかっていますからね。まあ、以前ほどではないですけど。それなりになんとかなっています。ですが、団長はもともと女性に淡泊だったじゃないですか。それ以上、失ったらどうなるんですか？　不能？」

「不能ではない」

「だったら、奥様に手を出した？」

「出せないから相談したかったんだ」

　なるほど、と手をポンと叩く仕草がわざとらしい。

「それで、どこまで進んだんですか？　キスくらいはしたんですか？」

「まだ、だ……」

「え。結婚してから一か月くらい経っているじゃないですか。毎朝、仲良く手を繋いで散歩までしているのに？　てっきり、私たちに隠れて散歩の途中に、濃厚なチュウをしているものだと思っておりましたが」

　そろそろアーレントはフレディに相談したことを後悔し始めた。だが、彼以外に相談できる相手は思い浮かばない。

「だから。できないから相談している。どこまでいったら、口づけをしていいんだ？」

「どこまでって……。結婚もしているし、そろそろいいんじゃないんですかね？」

「大丈夫か？　口づけをしてみたいと、ユスティネに言っても引かれないか？」

「それなりにスキンシップはしているんですよね？」

　フレディの表情が引き締まったようにも見える。少しはアーレントのことを真面目に考えているようだ。

「お前も知っている通り、手は繋いでいる」

「それ以上は？　こう、ハグですよ。ぎゅっと」

　フレディは自身の身体を抱きしめて見せた。

「した」

「だったら、大丈夫ですよ。あの奥様のことですから、嫌だったら嫌だとはっきり口にします」

「そうか？　だったら、口づけをしたいと言っても大丈夫だな？」

「まあ、私は奥様ではありませんから、大丈夫かどうかはわかりませんが。その次のステップとしてのキスはありだと思います」

　そう口にしたフレディは力強く頷いている。

「俺を騙そうとはしていないな？」

「騙して、私になんのメリットがあるんですか？　私たちとしては、団長と奥様が愛を育んでくださることが、一番です」

　そう言ってもフレディは笑っているため、説得力には欠けていた。

　アーレントは悔しくなって、もう一度ヒクリと唇の端をゆがませる。

「さてと。私もそろそろ自分の仕事に戻ります。旦那様と奥様の仲がよいのは、私たちにとっても喜ばしいことです。そこをお忘れなきよう」

　フレディはさっと立ち上がると、一礼して部屋を去っていった。

　一人残されたアーレントはいつもの机に足を向け、そこにしまわれている教本を取り出すと、フレディの言葉をなぞるかのように復習をした。

　その日の夜は、立ったまま彼女を抱きしめた。昨日は肩から抱き寄せてみたが、今日は腰に手を回した。

　ユスティネが拒んでいる様子は感じられなかった。

　ただ恥ずかしそうに顔を背けながら、それでもアーレントに向かって必死になって手を伸ばしてくる。

　彼女に触れていると身体が熱を帯び、もっと彼女を求めたくなる。

　アーレントは、忘れかけていた何かが蘇るような気持ちに襲われていた。




　朝は手を繋いで散歩をし、寝る前には抱きしめる。

　そういった変化を周囲が見逃すはずがない。日に日に使用人たちからの視線に期待が込められていることをアーレントは感じ取る。使用人といっても、昔からの顔馴染だからこそ質が悪い。フレディが何か告げ口をしたのではと思えてしまうほどの視線だった。

　だが、隣のユスティネはそれを知らない。

　今日も二人の手はしっかりと繋がれていた。すでに彼女のことは五回ほど抱きしめた。

　ユスティネが伸ばす腕にも、日を追うごとに力が込められている。

　もっとくっついていたいと、そう感じ取ってしまうほど、彼女のほうからも身体を寄せてくるのだ。

　東屋の中に入り、日傘を閉じる。今日は、朝から身体を磨いてきた。

「ユスティネ。おいで」

　白い椅子に座ったアーレントは、膝の上をぽんぽんと叩いた。それでも隣に座ろうとしたユスティネの腕をとり、膝の上に座るようにと促す。驚いて目を瞬いているユスティネに、アーレントは優しく微笑みかけた。

　さわわと花が風に揺れ、二人の間に甘い香りを運んでくる。

「おいで」

　アーレントがもう一度口にすると、かっと頬を染め上げたユスティネは、うつむきながらゆっくりとアーレントの膝の上に横向きに腰を下ろした。

「このほうが、あなたの顔がよく見える」

　アーレントはユスティネの肩を抱きしめるが、恥ずかしいのか彼女は顔を埋めたままだ。

　だが、恥ずかしいのはアーレントも同じである。今日こそは口づけを交わそうと、昨日の夜から意気込んでいた。

　朝の散歩か夜の触れ合いか。どちらで行動にうつすかで悩んでいた。悩んだ結果、朝の散歩を選んだ。仮に彼女に拒まれ失敗に終わっても、仕事に行くことで気持ちを持ち直せると思ったからだ。

　彼女の右耳はアーレントの胸にぴったりとくっついている。激しく打ち鳴らしている心臓の音も聞こえているのだろう。

「ユスティネ。俺はあなたと口づけをしたい。嫌でなかったら、こちらを向いてもらえないだろうか」

　彼女の身体はぴくっと小さく震えてから、頭をアーレントにぐいぐいと押しつけてくる。拒んでいるわけではなさそうだ。

「ユスティネ。俺は自分の気持ちを正直に言葉にした。あなたの気持ちを知りたい。俺の妻だと言った、あの言葉の意味を知りたい。俺はあなたの特別だと思ってもいいのだろうか。自惚れているのではないかと、不安になる……」

　アーレントの吐露にユスティネの身体はもう一度震えた。そろりと顔が動き、アーレントを見上げる。

　彼女の目の縁には涙がたまっていた。その潤んだ瞳に、アーレントの気持ちも大きく跳ねる。

「わたくしはアーレント様の妻です。ですから、アーレント様はわたくしにとっての特別な男性です」

　消え入るような声で、彼女は呟いた。

「俺はあなたと口づけをしたい。嫌でなかったら目を閉じてもらえないだろうか？」

　アーレントの言葉に導かれるように、ユスティネが瞼を閉じた。だが、その瞼もひくひくと震えていて、溜まった涙が少しだけ溢れている。

　アーレントはその涙を指で拭ってから、彼女の頬に手を添えゆっくりと顔を近づけた。

　唇を重ねる。

　しっとりとして柔らかな感触が、触れ合った唇から伝わってくる。それでもまだ、ユスティネの身体は震え、力が入って強張っていた。

　アーレントは唇を離す。

「怖いか？」

　目を開けたユスティネは、首を横に振り「恥ずかしいです」とうつむく。

「俺は、あなたに受け入れてもらえて嬉しい。もう一度、触れたい」

　ユスティネの唇を親指でそっとなでると、彼女はもう一度目を閉じた。どこか、唇を突き出しているように見える。

　アーレントはもう一度唇を重ねた。ふっとユスティネの身体から力が抜けていく。

　アーレントの身体はどくどくと脈打っていた。彼女が受け入れてくれたことに喜びを感じ、もっと彼女を求めたくなる欲を抑え込む。

「んっ……」

　甘い吐息と漏れる微かな声、そしてユスティネの花のような香りが鼻腔をくすぐり、全身を刺激する。

　ただ唇を合わせるだけの口づけに酔いしれる。

　彼女が身をよじったため、名残惜しいが唇を離した。

「すまない。がっついてしまった……」

「いえ……ちょっと息ができなくて、苦しくなってしまいました」

「息、止めていたのか？」

「はい。だって口を塞がれたら、息をすることができません」

　真面目な口調のユスティネは、本気でそう思っているのだろう。

「鼻で息をすればいい。これ以上の深い口づけになったら、窒息してしまうだろう？」

　何度も目を瞬いた彼女は、アーレントの腕の中で熟れた果実のように頬を染め上げ、一度顔を伏せる。だが、何か思い立ったかのように、再び顔を上げた。

「では、練習のために。もう一度、今と同じような口づけをお願いしてもよろしいでしょうか？」

　穏やかな風がふわっと二人の頬を撫でていく。

「あなたが望むなら」

　アーレントは、両手で彼女の頬を包み込むと、また唇を重ねる。







第四章








　アーレントと交わす口づけは、日に日に深いものへと変わっていった。

　朝の散歩で必ず立ち寄る東屋ガゼボで、ユスティネは今日も彼の膝の上に座っていた。

「んっ……」

　ユスティネの口の中はアーレントの舌によって満たされている。

　アーレントはユスティネと何をどうしたいのかと、正直な気持ちを口にする。そうやって求められると、ユスティネも心の底から悦びの泉がぽこぽこと湧き出すような感覚に捉われた。

　嫌か、と問われても嫌ではない。それすら言葉にするのが恥ずかしく、いつもうつむいて首を横に振るしかできなかった。

　今日は今までよりも深い口づけをしたいと、彼は言った。唇と唇を合わせる以上の口づけがあるのは知っているが、それがどのようなものであるかはわからない。

　いつものように少しだけ上を向いて目を閉じる。

「少しだけ、口を開けて」

　彼からささやかれる優しい声に従った。

「んっ……」

　舌と舌が触れ合っているだけなのに、身体の奥が痺れてくる。鼻で息をする方法は覚えたけれど、それでも息苦しく、胸がじりじりとし始めた。唇が離れた瞬間に呼吸を求めると、あられもない声が漏れてしまう。

「はっ……ん……」

　ユスティネの息が上がってきたためか、アーレントは渋々と距離を取った。

　アーレントからはじっと熱を孕んだ視線で見下ろされた。だが、頬が赤く染められているため、彼の顔をまともに見ることができない。さっと下を向く。

「ユスティネ」

　彼の低い声が身体の奥の新たな熱源となる。先ほどから切なく疼く足の付け根は、少し湿った感じがしていた。だから余計に恥ずかしい。

「ユスティネ……こんな気持ちになったのは初めてだ。俺はあなたが欲しいと思っている」

　彼は正直だ。嘘をつかない。真っすぐに言葉で伝えられ、身体には再び熱がこもる。

「アーレント様はお怪我をされてからはそのような欲が沸かないと、おっしゃっておりましたよね？」

　ユスティネはうつむいたままだ。

「ああ。自分でもそう思っていた。だが最近。あなたに触れると身体中が熱くなる」

　アーレントの手は、ユスティネの頭を優しく撫でている。

「俺は、あなたを求めてもいいだろうか？」

　彼の体温がユスティネをまろやかに包んでいた。その体温に身体を預けながら、コクリと頷く。恥ずかしさで彼の顔を見られない。

「ですが、今は駄目です。朝ですし、お外ですから……」

　ユスティネは、彼の広い胸に頭をひたっとくっつけたまま答えた。

「そのくらい、俺だってわきまえている」

「きゃっ」

　アーレントは、なかなか顔をあげないユスティネを抱いたまま立ち上がった。

「屋敷へ戻ろう」

「下ろしてください。歩けますから」

「あなたのそのような顔を、他の者に見せるわけにはいかない。黙って俺に抱かれていなさい」

　火照った顔を見られるよりも、アーレントに抱かれながら屋敷に入る姿のほうが恥ずかしいのに、彼はそれをわかってくれない。

　屋敷に入るなり「奥様、どうされましたか」とシーラが驚いて声をかけてきたが、アーレントが適当な言葉を並び立てるとそのまま寝室へと連れていかれ、ソファの上に下ろされた。

「朝食はここに運ばせる。いい子で待っていなさい」

　子どもをなだめるかのような彼の言い草に躊躇いつつも、羞恥に包まれた顔を両手で覆う。

　アーレントはユスティネと寝室で朝食をとった後、にこやかに微笑んで仕事へと向かった。

　屋敷を出る際には彼女の額にチュッと音を立てて口づけをしていった。その様子は、もちろんシーラたちにも見られていた。となれば、ユスティネは再び顔から火が出る思いに襲われるのだった。




　アーレントと結婚してから、一か月以上が経っている。ここでの暮らしは悪くはない。新興貴族ということもあり、他の貴族たちとの付き合いはまだ浅い。

　ユスティネは女性が主体のお茶会には顔を出すようにしていた。シーラからの助言もあり、アーレントの顔を立てるためにも、最小限の付き合いは必要とのことである。お茶会であれば参加者も女性だけであり、気乗りはしないが彼のためにと己を奮い立たせて参加していた。

　夜会に姿を現さなかった『幻の妖精姫』が、公爵夫人主催のお茶会に出席したとなれば、その噂は瞬く間に広まっていった。招待状が次から次へと届くようになったが、お茶会の招待は受けるものの、夜会についてはアーレントと相談して決めていた。

「ユスティネ。今日は、何をしていたんだ？」

　夫婦の寝室にて二人で抱き合った後、彼はそう尋ねてきた。

「今日はシニャック侯爵夫人のお茶会にお呼ばれしておりましたので」

「シニャック侯爵は俺の同僚でもあるな。彼は、第一騎士団に所属している」

　アーレントの言葉にユスティネは黙って頷いた。

　騎士団関係者については、サマンサとジミーが教えてくれる。だからお茶会の招待状が届くと、優先的に関係者が主催する会に出席しようと心掛けていた。

「あなたは社交界に顔を出さないと聞いていたが、最近はお茶会に参加することが多いな」

「はい。わたくしはアーレント様の妻ですので」

　彼の名を貶めるような行動は慎みたいと思っていた。

　アーレントは第五騎士団の団長職を退いたが、その原因が魔獣討伐によって怪我を負ってしまったというのは、じわじわと人々に浸透している。というのも、彼が救った人の命、領地は数知れないからだ。誰もが彼に感謝の意を示す。

　だがアーレントはそれを気にしていないようにも見えた。彼にとっては騎士として当たり前のことをしただけなのだ。

「そうか。そう思ってもらえるのは嬉しいが、俺はあなたのことが心配でもある。気乗りしないような催し物には参加しなくてもいい。俺は周囲からどう思われようが、気にしないからな」

　アーレントはそう言ってくれるが、ユスティネは気にしていた。ただでさえアーレントは新興貴族と呼ばれる貴族に分類されている。

　騎士団で功績をあげたものは、空いている爵位を褒賞としてもらうことができるが、そういった生まれながらの貴族ではない貴族のことを新興貴族と呼ぶ。

　また、騎士団で功績を挙げ、命を失った者も爵位を授かることがある。特に、平民出の騎士に多い。そういった貴族は名ばかり貴族と呼ばれていた。

　アーレントの父は名ばかり貴族で、アーレント自身は新興貴族であると、いつだったか彼が口にしていた。

「はい。ですが、わたくしもアーレント様の妻として、できるかぎりのことはしていきたいと思っておりますので」

　ユスティネがはっきりとした口調で言うと、彼は鼻で笑った。照れ隠しのために、このような笑い方をするときがある。

「ユスティネ……」

　柔らかな声がユスティネの耳孔をくすぐる。

「今朝も言ったが、俺はあなたが欲しい……。いつかは家族が増えることを望んでいる。女性に対して欲はなかったが、おかしなくらいに今は、あなたが欲しいと身体が訴えている」

　彼の言葉に悦びさえ感じる。

「きっと、魔獣の体液がアーレント様の身体から抜けたのでしょうね」

　ユスティネの言葉に、彼はぴくっと瞼を動かした。

「どういう意味だ？」

　アーレントは眉間に皺を寄せて、ユスティネを見下ろしていた。

「アーレント様が、怪我をされてからということが気になっておりました。魔獣の体液は、人が取り込むと心理的に作用を与える場合もある。怪我をされたときに、魔獣の体液がアーレント様の身体に入り込んだのではないかと考えたのです。それで、サマンサやジミーに聞いて文献を……」

　アーレントはいきなりユスティネを抱き上げた。

「きゃっ……」

「あなたは、そこまで考えてくれていたのか？　俺のために？」

　アーレントの声が震えていた。

「もしものときを考えて。何かお薬はないのかと、そう思っていたのですが」

「もしものときとは、どんなときだ？」

　嬉々とした表情を浮かべているアーレントであるが、ユスティネから見たらいたずらを仕掛けている子どものようだ。

　彼はユスティネの口から言わせたいのだ。「もしものとき」の真の意味を。

　彼女の顔は首まで真っ赤に染まっていた。だが、頑なに口をつぐむ。アーレントの思い通りになるのは、少し悔しい。

「まあ、いい。君が考えていた薬が俺に必要かどうか、きちんと見てもらおう」

　アーレントは抱きかかえたユスティネを寝台へと運び、優しくその上に下ろした。

「ユスティネ……今日は口づけ以上のことをしてもいいか？」

　寝台を軋ませながら膝をつき、ユスティネを見下ろした。目の前にいる彼は、どこか切なそうに、そして苦しそうな表情をしている。

　ユスティネの心臓はトクトクと苦しいくらいに動いている。それを抑えつけるかのようにして胸元に手を当てた。

「アーレント様に望まれるのは、恥ずかしいですが……それでも嬉しいです。アーレント様は、わたくしにとっての特別ですから……んっ」

　ユスティネがすべてを言い終える前に、唇が塞がれる。

　合わせるだけの口づけであるが、触れた途端に全身が粟立ち、もどかしさが集まっていく。ユスティネの身体は不思議なことに、それ以上の行為を期待しているのだ。

　一度、彼は身を引いた。

「俺はあなたに嫌われたくないから、あなたが嫌がるようなことはしたくない」

　夕焼けのような瞳に見下ろされ、ユスティネは自ら彼の首の後ろに手を回した。

　アーレントの妻であると何度も口にしていたのは、自分自身に言い聞かせるためでもあった。その事実が、他の女性との違いであり、ユスティネが感じ取れる優越感でもあったのだ。なによりもアーレントは、ユスティネが触れられる唯一の男性である。

　彼女のほうから求めてきたことに彼は驚きつつも、すぐに愉悦の笑みを浮かべる。

　アーレントは指で彼女の唇をなぞり、そのまま、頬、顎、首筋、鎖骨と、つつっと触れる場所を変えていく。服の上から女性の象徴の膨らみの先端を刺激されると、淡い切なさが下腹部からじんわりと広がり始めた。

「ん……」

　ユスティネからこぼれ落ちる艶やかな声を聞いたアーレントは、ごくりと喉を鳴らす。

「ここに、触れてもいいだろうか？」

　彼なりの優しさのつもりなのか、それとも意地悪のつもりなのか。答えを口にすることすらはばかれ、ユスティネはコクリと静かに頷いた。

　彼女が身に着けているナイトドレスは、前開きで前身頃を重ねるガウンのような作りになっている。腰にはゆったりとしたリボンがついていて、これが解けるとドレスははだけてしまう。彼の手が伸びてきて、合わせ目から手を忍ばせ乳房に触れた。

「柔らかいな」

　彼の言葉はユスティネの心も身体も刺激する。彼の首に回した手をそろりと移動させ、腕を掴んだ。

「嫌か？」

　その問いに首を横に振り「恥ずかしいのです」とだけ口にする。

「そうか……あなただけ曝け出すのは不公平だな」

　アーレントは着ていたシャツをいきなり脱ぎ捨てる。ユスティネの目の前には、引き締まった厚い胸板が現れた。

　だがそれよりも目を奪われたのは、右肩から肘にかけて残っている大きな傷跡だった。皮膚が引き攣れて盛り上がり、不規則な線となって走っている。

　ユスティネはおずおずと傷痕に手を伸ばして、その感触を確かめる。

「痛みますか？」

「いや……」

「スミアラ領には、温泉があるのです。湯治といって、怪我の治療に訪れる人も多いのですよ」

　傷痕を包み込むようにしながら、優しく撫でる。

「そうか。スミアラ領にも、一度は足を運んでみたいものだな」

　アーレントの手がユスティネの手首を捕らえた。

「あなたに触れてもらうと、とても気持ちがよい。俺も、あなたを気持ちよくしたいのだが」

　彼の手がナイトドレスの前身頃をがばりと開けると、豊かな胸がまろび出る。

　明かりを消さずに寝台に連れてこられたため、ユスティネは自分がどのような状況におかれているのかを、はっきりと目にすることができた。

　彼は、ユスティネの胸元に顔を近づけている。

「ひゃっ……」

　左胸は彼のごつごつとした大きな手に包まれ、右胸は彼の口の中に含まれた。右胸の先端を中心に、ざらりとした感覚が襲う。

「あ、アーレント……さま……」

　ユスティネはおもわず彼の後頭部を捕まえた。

「やっ……ん、んぅ……」

　彼は先端を舌でつついたり、唇で挟んでみたりと執拗にユスティネの胸を舐っていた。もう片方の胸は、彼の硬い指で弄られている。そのたびに、下腹部がずんと疼く。

　アーレントが顔を離し、濡れた乳首に外気が触れると、ひやりとした。

「もう、こんなに硬くなっている。本当なんだな、感じると硬くなるというのは」

　教本に書かれている内容を口にしているのだろう。

「ユスティネ……。どうだ？　気持ちよくはないのか？」

「聞かないで……ください……」

　両手で顔を覆う。

「だが、俺はあなたが嫌がることはしたくない」

「アーレント様が思うようにお願いします」

　顔を覆ったまま答える。感じている気持ちを口にするのは、はしたないし恥ずかしい。だから、すべてを彼に任せたい。

　ユスティネの手首は、アーレントによって自由を奪われた。

「顔を見せてくれ……。あなたがどのように感じているのかを見たい……」

「だから、恥ずかしいのです……。恥ずかしくて……なにも言えません」

「では、嫌ではないのだな」

　彼の言葉に頷くと、また熱い吐息がユスティネの素肌に触れる。

「女性は感じると、受け入れる場所を濡らすと読んだ。確かめてもいいか？」

　トクトクトクと心臓は高鳴っている。受け入れる場所はなんとなく知っている。

　ドレスは腰のリボンを解かれ、下のほうまで押し広げられた。布越しにそっと彼が触れる。

「あっ……」

　自然と声が漏れる。

「下着の上からでも、わかる……。本当なんだな」

　アーレントの頭は、ユスティネの下腹部へと移動していく。恥ずかしさに耐え切れず、彼の髪の毛を掴んだ。

「なっ……なにをされるのですか？」

「あなたのすべてを見たい……」

「だ、だめです。そこは、まだ……」

「まだ？　ということは、もう少しすれば見てもいいのか？」

　ユスティネは自分が口にした言葉に焦りを感じた。

「わかった。今はこちらで我慢する」

　アーレントの手が再び乳房に触れる。二つの乳房を下側からすくい上げ、真ん中に先端を寄せると、二つを一度に口に含んだ。

「ああっ……それ、ダメ……」

　ユスティネが否定しても、アーレントはやめない。彼の頭皮がひきつるくらいに、きつく髪を握りしめる。

　心臓がドクドクと音を立てているが、彼にまで聞こえているのではと不安になった。それよりも、愛撫されている胸から広がっていく心地よい気持ちに、迷いを感じ始める。

「あなたは、慎ましいと思っていたが。このようなものを隠し持っていたのだな」

　濡れた先端に、彼の息が触れた。

「ユスティネ……。先ほどから、黙ってばかりだが、不快だったのか？」

「ち、違います。アーレント様が、そうやって喋るのが嫌なんです」

　握りしめる彼の髪におもわず力を込めてしまうが、ブチブチと髪が抜ける感覚に慌てて力を抜いた。するとアーレントはユスティネの左手を取り、シーツの上で優しく重ねる。

「すまない……。だが俺は、あなたに嫌われたくないから、正直に思ったことを口にするように決めたんだ……」

「アーレント様は、意地悪です」

　ユスティネの震える声に、胸のあたりを優しく動いていたアーレントの手が止まる。

「意地悪？　俺は意地悪をしたつもりはないし、あなたが嫌だと思うことはしたくない。やはり、不快なのか？　こんなにここを硬くしているのに？」

　彼は苛立っているのか、いつもより低い声でささやくと指先で先端を摘まみ上げた。

「あっ……」

　ユスティネの身体が跳ねた。

「意地悪なのはあなたのほうでは？　俺の妻だと口にしながら、俺が触れると嫌だと言う。俺はあなたを愛したいだけなのに、いったいどうしろと？」

　アーレントの琥珀色の瞳は、はかなげに揺れている。

「明かりを……消してもらえませんか？」

　その一言を絞り出すと、彼は顔を綻ばせ「承知した」と口にする。

　人々の生活は魔力によって成り立っている。魔力が込められている魔石がランプの明かりの源となる。寝室を照らしていたのも、魔導灯と呼ばれる魔石を用いたランプであった。

　寝室の中心に置かれている、アーレントの背丈ほどの魔導灯の光を弱めた。

　すべては消さずに、お互いの存在がわかる程度の微かな明かりを残す。

「これでいいか？」

　部屋の明かりを調整したアーレントは、再び寝台へとあがった。

「これだけ近づかないと、あなたの顔は見えないな」

　ユスティネの鼻に彼の吐息が触れる。

「わたくしを、はしたないと思わないでくださいね」

「ああ、思わない。むしろ、俺の手によって乱れるあなたは、俺しか知らない。そんなあなたを見たら、俺は間違いなく興奮するだろう」

　ユスティネの手を握りしめたアーレントは、その手を自らの象徴へと導いた。硬くて熱いものが、彼女の手に触れる。

　はっとしてアーレントの顔を見ると、彼は穏やかに笑みを浮かべている。

「いくらでも乱れていい、はしたなくなってもいい。ここには俺とあなたしかいない……」

　ユスティネの手を顔の脇のシーツに押しつけた彼は、優しく額に口づけた。

「アーレント様を信じます。あなたの望みのままに」

「あまり煽らないでくれ……」

　アーレントは彼女の首元に顔を埋め、匂いを嗅ぐような仕草を見せてから唇を這わせていく。

　ユスティネの心臓はどくどくと高鳴り、快楽と羞恥を同時に生み出していた。心許なく、シーツを握りしめる。

「あっ……ん……」

　彼の唇が再び胸の先端に到達すると、もどかしさが下腹部を襲う。

「はぁ……」

　触れられているのは胸なのに、お腹の奥が熱くなってもぞもぞと太ももを擦り合わせる。だが、それはすぐにアーレントに気づかれてしまう。

　胸を弄っていた彼の手が下腹部に伸び、下着の上から秘部をなぞりあげた。

「ひゃっ……」

「明かりは消した。ここに直接触れてもいいだろうか」

「あっ……ん……」

　下着の隙間からアーレントの指が入り込み、しっとりと濡れそぼった秘所に触れた。

「あぁっ……」

　自身でさえも触れたことのない場所を、彼の指がゆっくりと動いている。

「こんなに濡れていては、下着も汚れてしまうな」

　アーレントは下着に手をかけると、ユスティネが抵抗する間もなくするっと脱がせてしまった。

　潤んでいる秘所に触れる夜気が一段と冷たく感じた。

　アーレントの指がくちゅりくちゅりと淫唇をゆっくりとなぞっている。

　彼がそうやって弄ってくれるのは気持ちがよいのだが、次第に切なさともどかしさへ変化していく。

　だが、指がある一点をかすめたとき、ユスティネは身体をよじった。

「あぁっ……」

　それは物足りなさに手が届くような気がした。

「教本では読んでいたが、やはりそうなのか？」

　アーレントは、大きく彼女の足を広げる。

「やぁっ……こんな格好、いやっ……」

「あなたの言うことはきかない。俺が望むとおりにする」

　下着を剥ぎ取られたうえに足を大きく開いてしまったら、恥ずかしい部分が露わになってしまう。

「ひゃっ」

　足を閉じる前に大きな彼の身体が間に入り込んできた。これでは足は閉じられない。

「ユスティネ。俺を感じてほしい。そうしないと、あなたの身体は俺を受け入れられないだろう」

　アーレントはユスティネの膝に触れ、そこに口づけを落とす。そのまま太ももまでを舐め上げ、次第に彼女の秘部へと顔を近づける。彼を受け入れるべき場所の周囲を、アーレントが舌を這わせている。

「あなたの匂いがする。とても熱くて……湿っているな」

　恥ずかしい場所で彼が声を発するたびに漏れ出る息が、濡れそぼる秘部を撫でる。

　鼓動が大きく跳ねた。はっはっと呼吸をすると、胸がぎゅっと締めつけられる。

　彼にいけないことをさせているような背徳感が、ユスティネを襲う。

　いやいやと頭を振るが、その想いは彼には届かない。

　指で大きく広げられた入り口に、しっとりしたざらつく何かが触れる。そこは今まで誰にも触れられたことのない場所。

「あっ……そ、そのような、場所……」

　淫らな水音と、ユスティネの荒い息遣いが響く。

　ユスティネの声が届いていないのか、彼の舌は夢中で膣孔を弄っていた。じゅるじゅると厭らしい音が聞こえ、羞恥に包まれる。

　彼の舌先が、敏感な突起を舐め上げたとき、ぞくりと背筋に快感が走り抜けた。

「それ……いやぁ……」

　懇願するような声で叫んでも、彼の舌は執拗に攻め立てる。

「次から次へと溢れてくる……」

　彼はそう口にするが、それはユスティネの意思によって起こるものではない。彼に弄られるたびに、身体が勝手に濡れてくるのだ。

「指をいれてもいい？」

　足の間から聞こえてくる彼の声に、途切れ途切れに返事をすれば、くぷりと何かが入ってきた。

「ひぃっ……んっ……」

　たった一本の指であっても、初めて受け入れた異物に身体が震える。

「いっ……あぁ……」

　初めての感覚がユスティネを襲う。彼の指は泥濘に沈んでいく。

「痛いか？」

　痛くはない。ただ、狭い場所に指を入れられた圧迫感があった。

　指が動くたびに、くちゅりくちゅりと粘着質な水音が響き、甘酸っぱいような淫靡なる香りが一層強くなる。

「俺の指に、絡みついてくる」

　襞肉を解すかのように、彼の指は蠢いている。新たな蜜が溢れ、さらに指の動きをなめらかにする。

「こんなに、濡れるものなのだな……」

「い、やぁ……」

　いつの間にか指の数は二本に増えていた。入り口を広げるかのようにばらばらに動くたびに、中から愛液がとろりと溢れ出す。それはお尻のほうにまで垂れて、シーツをぐっしょりと濡らしていた。

「う、ん……もう、やめ……」

「あなたのここは、やめてほしいとは言っていない……。俺の指を美味しそうに咥えている」

　彼は密孔に顔を近づけ、湧き出る愛液を舌でねっとりと舐め始める。

　おもわず背が跳ねた。

　ビリビリとした疼きが、腹の奥からさらに生まれてくる。

「あぁ……それ、だめ……っ」

　彼によってもたらされる快楽の泡が、ユスティネの身体の奥でいくつもはじけた。

「あなたは、どこもかしこもいい匂いがする」

　彼の舌先は、小さな突起をかすめる。その瞬間、今までよりも強い刺激が、全身を走り抜けた。感じたことのない強すぎる刺激は、怖い。

「……ん、んっ」

「やはり、これがいいのか？　俺の指を絞めつけた」

　身体の中で一番神経が集まっている敏感な場所。そこを彼の舌先が触れるたびに、じくじくと得体の知れない愉悦が生まれ、膣襞はぎゅぎゅうと波打つ。胸の先端はぷっくりと勃ちあがり、食べごろの果実のよう。

　彼女の身体は、アーレントの愛撫によって次第に高められていく。中を厭らしく掻き乱し、ふっくらと膨れた硬い秘玉は彼の舌によって捕らえられている。

「アーレント、さま……あ、あぁっ……」

　鼻から抜けるような甘い声が漏れ、涙が自然とこぼれ落ちる。胸を沿って身体を強張らせると、煮えたぎる血液がドクンと身体中を廻った。

「あっ……ふっ……ん、んっ」

　開いた口はがくがくと震えて、息は乱れ、胸が激しく動く。彼を受け入れていた場所もぎゅっと収縮して、その指を絞めつけていた。

「ユスティネ……。俺の手で達してくれたのか？」

　アーレントはちゅっと音を立てて、彼女の額に唇を落とす。

　ユスティネは、アーレントの背に両手を回した。

「アーレント様、ぎゅっとしてください……」

　とにかく怖かった。初めて快楽の扉を開けて、向こう側に行ってしまったのだ。知らない自分を曝け出してしまった。

　アーレントはユスティネを優しく抱きしめる。だが、彼女の下腹部には熱を持った芯のあるものが触れていた。

　間違いなく彼は、ユスティネを求めている。だが、ユスティネは彼を受け止めることができるかどうかがわからなかった。

　まだ、怖い。

「今日は、最後までしない……。ゆっくりと、俺に慣れてほしい」

　触れ合った肌から感じるのは彼の体温だけではない。彼の優しさと、思いやりまでが伝わってくる。

　ユスティネはアーレントを抱き寄せ、彼の逞しい胸に顔を埋めた。

　その日は、二人で抱き合って眠った。




　朝になれば手を繋いで散歩をし、東屋で口づけを交わす。夜になれば抱き合って、お互いの身体を愛撫する。

　アーレントの手によって、何度も高められているユスティネであるが、まだ彼と一つに重なってはいなかった。いつも、愛撫だけで終わってしまう。

　アーレントは、ユスティネが彼を受け入れるための準備が整っていないからだと言う。

　どうなればアーレントを受け入れることができるのか、ユスティネはわからなかった。それでも、彼と触れ合う時間が嫌いではなかった。

　そうやって五日が過ぎた頃、仕事から戻ってきたアーレントは難しい顔をしていた。

「ユスティネ。これだけには、俺と一緒に参加してほしい」

　彼が差し出した招待状は、国王と現在の第五騎士団団長の名前の二つが併記されているものである。

　お茶会に参加しているユスティネだが、夜会などの参加はアーレントの判断に任せていた。その結果、結婚してからもそのような催しに参加したことはない。

　アーレントがそれとなく理由をつけて、断りをいれていたからだ。だが、今回は断れないような招待状が届いたようだ。

「魔獣討伐へ派遣されていた者たちが、戻ってくることになった。騎士団では、それを称えて盛大なパーティーを開く。特に、今回は公爵領への派遣ということもあって、注目を浴びている。俺が教えていた従騎士たちも戻ってくる。出席しないわけにはいかない」

　騎士団主催のパーティーとなれば、ユスティネが参加していたお茶会の規模とは異なる。参加する人も人数も、それはきっと盛大なものになるのだろう。

「パーティーは十日後だ。悪いが準備をお願いしたい。俺は、騎士団の正装で出席することになる」

「はい」

　返事をしてみたものの、ユスティネがこのような大きなパーティーに参加するのは、デビュタント以降、初めてである。結婚式の後に開かれたのは、身内のみの小さなパーティーであった。それは盛大な結婚式で精神的に疲れてしまったユスティネを想ってのことだった。

　そんなユスティネの不安に気づいたのか、アーレントは優しく微笑みかける。

「俺もパーティーとかは嫌いだ。だから必要最小限の付き合いしかしない。それでも騎士団だけは特別だ。そこだけは理解してもらいたい」

　ユスティネを咎めるわけでもなく、ただ穏やかな声で告げた。

　社交界とは遠い生活を送っていたユスティネであるが、その辺の教育がないというわけではない。参加しないだけであって、スミアラ侯爵令嬢としていつ人前に出てもおかしくないようにと、コルネリアがしっかりと叩きこんでいたのだ。むしろ、領地に引きこもりの生活となれば、そのような学びの時間はたっぷりと取ることもできた。

「アーレント様は、ダンスなどは……」

　ユスティネだけでなくアーレントも社交界が嫌いとなれば、心配なところはダンスである。まして、騎士からの成り上がりの新興貴族であれば、なおのこと。

　今回のパーティーが夫婦での招待で騎士団が絡むとなれば、二人で一曲くらいは踊る必要があると考えた。

「少しくらいはできる」

　今までとかわって、アーレントは投げやりに答えた。その答えを聞いたフレディが首を横に振ったため、彼の腕前がなんとなく予想がついた。

「わたくしも、人前でダンスをするのは数年ぶりですので。もしよろしければ、一緒に練習をしませんか？」

　このユスティネの一言によって、朝の散歩の時間がダンスの練習の時間へとかわった。これに不満なのは、やはりアーレントであった。

　なにしろ、散歩と違ってダンスの練習となれば、二人きりではないのだ。ダンスの講師を頼んだわけではない。だけど、二人の様子を見守っているフレディがいる。

　音楽に合わせて身体を密着させ、フレディに聞こえないようにとアーレントが耳元で小さく何かを喋る。それがくすぐったくて首をすくめると、彼はそこに熱い息を吐く。フレディに見つからないようにと、彼はあの手この手を考えているようだった。

　朝の散歩がなくなり、口づけの回数が減ってしまった分、アーレントは夜になるとユスティネの身体中に唇を落とし始めた。

　最初はくすぐったいと思っていた彼の行為も、次第に熱を帯びるようになった。ユスティネも仕返しとばかりに、彼の腕に唇を落とせば、驚いたような戸惑いの表情を見せる。だが、すぐにやり返されてしまう。

　アーレントは、執拗にユスティネを高みに導こうとしていた。

　そのアーレントは、けしてユスティネに熱くたぎっている象徴を見せようとはしなかった。上は脱いでも下は脱がない。ユスティネがいたずら心で、窮屈そうにしている彼に触れると、無理矢理うつ伏せにされ高く腰を持ち上げられた。

　足の間に熱杭が入り込んでくる。

「このまましっかり足を閉じていてくれ……」

　太い肉棒がぬるっとユスティネの陰唇に触れる。

「はぁ……」

　彼の熱い息が背中にかかった。

「あっ……」

　不道徳な遊戯に手を出しているような後ろめたさが、ぞくりと背筋を撫でていく。

　臀部に腰を押しつけているアーレントは、両手でしっかりと彼女の胸を揉みしだく。

「あっ……ん」

　あっという間に淫らな快感に包まれた。

　動く肉棒がユスティネの敏感な芽をかすめ、足の間を淫らに出入りしている。そのたびに、甘美な疼きが身体の奥からぽつぽつと生まれ、全身へと広がっていく。

　しっとりと水分を多く孕んだ空気がまとわりつき、ぐちゅぐちゅと淫らな水音が響き始める。

　だが、彼はユスティネの中には挿れない。いつも、外で擦り上げて果てるだけ。

　だからユスティネは、彼の男根を見たことがなかった。うつ伏せにされ、腰を高く持ち上げられてから、彼が下穿きを脱ぐからだ。

　アーレントの律動が激しくなり、胸のあたりを弄っている手にも力が込められる。ツンと屹っている乳首を摘ままれ、ユスティネはまるで猫のように背中をのけぞらせた。

「あぁっ……」

　何度も陰核を彼の熱い分身で擦られ、絶頂を迎えた。身体を支えていたはずの両腕には力が入らない。

　胸が苦しくて、口を開けて酸素を取り込む。目の前が白んでいて、頭はぼんやりとする。

「うっ」

　アーレントも苦しそうに呻くと、足の間に挟めていた男根をするっと抜いて、熱い白濁を彼女の背に散らす。体液の匂いと喘ぐような息遣いが部屋に充満する。

　全身から力が抜けたユスティネは、ぺたりと身体をシーツの上にくっつけた。

　まだ昂ぶりが収まらないアーレントは、ユスティネの身体を支えつつ呼吸を整えている。

　落ち着きを取り戻した彼は、準備しておいた手拭でユスティネの背に放ったものを丁寧に拭いとった。

「アーレント、さま……」

　掠れた声で彼の名を呼ぶ。アーレントは、彼女の頬に手を添えて唇を重ねた。







第五章








　アーレントが騎士団の正装に身を包むのは、結婚式の日以来である。

　ユスティネはアーレントの瞳と同じ色の琥珀色のドレスを選んだ。一見、地味なように見える色合いであるが、光沢があり光の加減によっては金色にも見える。

　オフショルダーのドレスは肩と鎖骨を美しく見せるが、それでも厭らしさを感じないのは、縁どられたレースによって胸元と腕を覆っているからだろう。さらにその上に黒のショールを羽織る。

　ユスティネはしっかりとアーレントの手を握り、馬車から降りた。

　今日のパーティー会場は王城内の大広間である。

　ユスティネの背の倍以上もあるような大きな扉の前で侍従が家名を呼びあげ、二人で扉をくぐる。

　ユスティネの緊張が伝わったのか、彼は歩調を緩め、ゆっくりと歩き出した。

　真っすぐに国王のもとへと向かい、挨拶をする。国王は目を細めて二人を見つめていた。

「アーレントよ。素晴らしき奥方を得て、よかったな」

　その言葉にアーレントは表情を曇らせたが、何事もなかったようにすぐに引き下がった。

「ユスティネ。あなたを紹介したい人たちがいるのだが、大丈夫だろうか？」

「は、はい……」

　彼女は返事をしたものの、抱きしめているアーレントの腕にさらに力を込めてきた。

「ユスティネ。あまりそうやって力を入れないでくれ。先ほどから、あなたの胸が当たっている」

　アーレントが耳元でささやき、はっとする。できるだけ力を抜こうと努める。

「これから紹介する者たちは、騎士団の仲間だ。俺がなんとかするから、とりあえず笑顔で誤魔化しておいてくれ」

　彼らしい物言いに、ユスティネの緊張も少しだけ解けた。

　彼が最初に足を向けたのは、宰相であるサロモンであった。アーレントが言うには、顔を合わせるたびに、しつこく「ユスティネを紹介しろ」と口にされており、少々うざったいと感じているようだ。だから「愛想笑いをしておけばいい」と小声で伝えてくる。

「アーレント殿か」

　銀縁眼鏡を怪しく光らせながら二人を見つけた彼は、陽気に手をあげてきた。サロモンの隣にいる女性はユスティネも知っている人物である。ヘルコ夫人の顔を見て少しだけ笑みを浮かべる。

「アーレント殿も、意外と独占欲の強い男だな」

　ユスティネは、夫人とも幾言か言葉を交わす。

　彼はあまりこの場にとどまりたくないのか、ユスティネの腕を取り、「次へ向かう」と小さく耳打ちする。

　ユスティネは慌てたようにして夫人へ挨拶をすると、夫人も「お気遣いなく」と笑っていた。

　アーレントがユスティネを連れてその場を離れたとき、サロモンが夫人の耳の近くで何やらささやいているのが気になった。

　それからアーレントは、騎士団関係者へと足を向ける。

　彼らに結婚式の参列の礼を口にすると、ユスティネはアーレントの言葉通りに笑みを浮かべて適当に相槌を打つ。

「奥方と踊ってきてはどうだ？」

　軽快な音楽が流れている中、そう促してきたのは王国騎士団の総長である。どうやらこの言葉には、アーレントも従うしかないようだ。

「ユスティネ」

　名を呼ばれた彼女は、恥ずかしそうにうつむきながらアーレントの手を取った。

「お前が踊るようになるとはな」

　ダンスの輪の中に向かう背にはその言葉がかけられた。

　アーレントは今までもパーティーに参加したことはあるが、ダンスをしたことはない。女性から誘われた経験も何度かあるようだが、それをやんわりと断っていた。

　なかなか引かない女性に対しては、他の騎士をあてがって対応していたらしい。

　ユスティネはデビュタント以来、こういったパーティーには参加していない。

　だから二人は、この日のためにダンスの練習をしていた。それでも、ユスティネは緊張していて、身体中に力が込められていた。心臓が口から飛び出すのではないかと思うほど、ばくばくと音を立てている。

「ユスティネ。俺だけを見てくれ」

　彼の言葉で、ユスティネの顔がふわっと和らいだ。優雅な音楽に合わせて、二人での練習の成果を発揮する。

　曲が途切れたタイミングでダンスの輪から抜け出し、アーレントは給仕から飲み物を二つ受け取った。一つをユスティネに手渡す。

「疲れてはいないか？」

　アーレントの気遣いに、うつむきながらも「大丈夫です」と答える。だが、ずっと社交の場から離れていたユスティネだ。周囲からは興味の視線が向けられている。この場にいるだけでも気が張り詰めてしまう。目が合えば、他の男性が声をかけてきそうで怖かった。アーレントの側を離れたくない。

「教官」

　そんななか、おずおずと声をかけてきたのは三人の従騎士たちである。彼らはアーレントの教え子であった。

　アーレントは、それとなくユスティネを背中でかばうようにしながら、彼らを紹介した。

　どことなくユスティネの顔からも力が抜ける。

「同じ年頃の弟がいるので大丈夫です」

　従騎士たちはレイノルドと同じ年頃に見えた。

　次第に他の従騎士たちも集まり始める。それだけアーレントが慕われている証拠である。少しだけ誇らしい気持ちにもなる。

　従騎士の中には女性もいるが、彼女たちはこのような華やかな場であっても白い騎士服を身に着けていた。

　それに驚き目を大きく開く。だが、それがきっかけとなり、ユスティネは女性従騎士たちと談笑を始めた。

　その様子を見ているアーレントも、少しだけ微笑んでいた。

「アーレント殿」

　サロモンが一人でこちらに寄ってきた。

「すまない、貴殿を紹介したい人物がいるのだが」

　そう言った彼がちらちらとユスティネに視線を向けているのは、アーレント一人にだけ用事があるのだろう。

「君たち、妻を頼んでもいいかな」

　アーレントが女性従騎士に言葉をかけると、彼女たちは誇らしげに頷いた。

「ユスティネ、すまない。少し外すが、彼女たちは信頼できる従騎士だ」

　その言葉に頷いてみたが、心はぎりっと痛む。

「妻のことをよろしく頼むよ。俺は嫉妬深い男だから、妻が他の男と話をするのを見るのは耐えられないからな」

　彼の言葉に、女性従騎士からはキャッと黄色い声があがった。

　ユスティネは一人この場に残される不安感に襲われていた。残されたユスティネを気遣う従騎士の女性たちは、アーレントがいかにすごい教官であるか、身振り手振りを交えながら教えてくれる。

　知らない彼を知る喜びを感じる一方で、そのような彼を知っている彼女たちにすら嫉妬を覚え、自分の感情に狼狽える。

　耳を通り抜けていく彼女たちの話を聞きながらも、目はアーレントを追っていた。彼は、宰相であるサロモンに連れられて、関係者となにやら話し込んでいる。遠目でもすぐに夫の姿はわかった。

　一人の女性が親し気にアーレントに話しかけ、彼もそれに答えている。その場にいるのは彼ら二人きりではないとわかっているのに、心が震えた。

「奥様、どうかされましたか？」

　従騎士の女性に声をかけられ、はっと我に返る。

「いえ、少し気分が優れないので風に当たってきます」

「ですが、教官は……」

　彼女たちはアーレントに叱られるとでも言うかのように、ユスティネを引き止めようとした。

「あなたたちのことを叱らないように、わたくしのほうから言いますから。心配なさらないで」

　小さく微笑んだ後、会場の外へと向かう。誰もが自身に夢中になり、ユスティネには気づかない。

　熱を孕んだ頬を冷ますには、夜風に当たるのがいい。ざわつく心を抑えるかのように、胸のあたりをきつく握りしめながらバルコニーへと向かう。

　外へ出ると、ひんやりとした空気が肌にまとわりついた。それだけあの会場が熱気に包まれていたのだろう。

　他よりも高い場所にある王城からは、街を一望できる。空は闇に呑まれている。それでも遠くを見下ろせば、ぽつぽつと明かりに照らされた街並みが見える。突然明かりが消えているのは、あそこが海だからだ。

　バルコニーの手すりに触れ、ユスティネは小さく息を吐いた。なんとなくあの場所では呼吸もできないような息苦しさを感じていた。胸も痛くて、コルセットを絞めつけ過ぎたのかと思ってしまうほどだ。

　だが、そうではない。

　アーレントが見知らぬ女性と仲良さそうにしている姿を目にして、嫉妬を覚えたのだ。このような醜い感情が、自身の中に芽生えるとは思ってもいなかった。

　だからあの場を離れた。どうしてもアーレントの姿を探してしまうし、気持ちも落ち着かない。

　バルコニーから庭園へと続く階段を下りる。とにかく、会場の喧騒から逃れたかった。漏れてくる音楽が、ざわつく心を掻き乱す。海が近いマグートでは、風の匂いもスミアラ領とは異なる。それでも庭園に出ると、花の甘い香りが漂っていた。

（帰りたい……）

　大広間から漏れ出す光と、足元を仄かに照らす魔導灯の明かりで、ぼんやりと浮かび上がる庭園を歩く。

　ユスティネのように会場を抜け出す人は他にもいるようで、姿は見えなくてもなんとなく人のいる気配を感じた。

　ユスティネは長椅子を見つけると、そこに腰を下ろす。

　カサカサと草花の揺れる音がする。ザワザワと風の吹く音がする。そして、たまに聞こえる微かな人の声。この場に留まってはいけないような気がした。

　だが、会場に戻ってアーレントが他の女性と親しげにしている様子も見たくない。

（わたくしにはアーレント様しかいないのに……）

　彼はユスティネのその気持ちに気づいているのだろうか。ユスティネが触れられる唯一の男性なのだ。他の男性に触れると息が苦しくなる。だから触れることができない。

　ふるっと身体が震えた。おもわず両手で自身の肩を抱きしめる。

（戻ろう）

　身体の熱はとっくに冷めている。心もやっと凪いだ。ぎしりと音を立てて立ち上がると、近くに誰かがいる気配を感じる。

「君のほうからここに来てくれて、助かったよ……」

　聞いたことのない声だ。その声に反応してはいけない。聞こえなかった振りをして、王城に向かって歩き出す。

「なあ……」

　トクトクと心臓がいつもより大きな音で打ちつけている。声が追いかけてくる。立ち止まってはいけない。

「おい」

　手首を掴まれた。

「やめっ……」

　振り解こうとして振り返れば、白い騎士服に身を包む見知らぬ男だ。

（怖い……）

　胸が苦しくて、うまく呼吸ができない──。





◇◆◇◆　◇◆◇◆






　やっとサロモンから解放されたアーレントは、ユスティネの姿を探していた。やはり片時も側を離れるのではなかったと、後悔が押し寄せてくる。

　騎士団主催のパーティーであっても、騎士服姿の女性は目立つ。まして従騎士となれば、騎士服の形も異なるのだ。

　先ほどユスティネを任せた従騎士を見つけたが、その場にユスティネの姿はなかった。

「君たち……。ユスティネは」

　アーレントが声をかけると、彼女たちは怯えたような目で見上げてきた。

「教官……奥様は、あの……」

　叱られるとでも思っているのか、彼女たちの態度はどことなくぎこちない。

「叱っているわけではない。もし行き先を知っていたら教えてほしい」

「気分が優れないため、風に当たりたいとおっしゃっていました」

「わかった。ありがとう。君たちも、楽しみなさい」

　それだけ言葉を残すと、アーレントはバルコニーへと足を向けた。風に当たりたいと言ったのであれば、間違いなく彼女は外に出た。人の多さに当てられたのだろう。バルコニーであれば人の目も届くし、同じように休んでいる者も多い。

　だが、ユスティネの姿が見つからない。

　会場のほうから聞こえる喧騒とは別に、小さな悲鳴が聞こえた。

　アーレントは慌てて庭園へと続く階段を駆け下りる。

　庭園は、秘密の逢引きの場所とされている。解放感と緊張感を同時に味わいたい者たちの、暗黙の了解の場でもあるのだ。

　ぼんやりとした明かりの下でも、一人の男がユスティネに言い寄っているのがわかった。アーレントはすぐさま走り出し、彼女のもとへと向かう。

「その手を離しなさい」

　男の手を掴む。

「アーレント・カスキネン」

　名を口にした男の顔を、アーレントは見下ろした。

「貴殿は……」

　アーレントはこの男を目にした覚えがある。それに、自分と同じような騎士服を着ている。となれば、騎士団の人間だ。

「イザーク・ロセター？」

「俺の名前を覚えていてくれるとは、光栄だね」

「悪いが、妻の手を離してくれないだろうか？」

　男の腕を掴んでいる手に、ギリリと力を込める。

　舌打ちをした彼は、ユスティネの手を解放した。アーレントはすぐさま彼女を抱き寄せる。

「妻が世話になったようだ」

　力を込めて睨みつけると、男は背を向けてその場を去った。

「ユスティネ……」

　先ほどから、彼女は腕の中で動かない。

「ユスティネ」

　名を呼んでみるが、浅く短い呼吸をしているだけで、視線も合わない。彼女の頬にそっと触れると、ふるりと身体を震わせて見上げてきた。

「アーレント、さま……」

　やっと言葉を紡ぎ出したが、やはり呼吸は浅い。

「帰ろう」

　彼女の手を引こうとすると、ユスティネは大きく身体を傾けてきた。

「ユスティネ」

　彼女は苦しそうに呼吸をしていた。この症状をアーレントは何度も見たことがある。

「落ち着きなさい、ゆっくりと息を吸って」

　背中を優しくさすりながら声をかける。

「そう。ゆっくりと……」

　苦しいのか、目頭には涙が溜まっていた。微かな明かりでもわかるほど、彼女の顔はすぐ目の前にある。

「落ち着いて、大丈夫だから……」

　はっはっと短い呼吸は、ゆっくりと深い呼吸に変わっていく。

「うん、そう。そうやって、ゆっくりと呼吸をしなさい」

「アーレントさま……。抱きしめてもらっても、いいですか？」

　アーレントの背に手が回され、彼女のほうからぎゅっと抱きしめてきた。

「ああ」

　震えるユスティネの身体を力強く包み込む。腕の中の彼女は次第に落ち着きを取り戻していく。

　こういったパーティーの日に、庭園で男女が抱き合うのはなにも珍しいものでもない。

「帰ろうか……」

　アーレントがささやくと、ユスティネはコクリと頷いた。

　彼女を抱き上げると、嫌がることなく身体を預けてきた。必要な人物には挨拶を済ませたし、ダンスも踊った。サロモンには、別れ際にやることはやったから帰るとも伝えておいた。だから、彼女を探していたのだ。

　ユスティネを抱きかかえながら馬車へと向かう。

　そういえば、以前にもこのように誰かを落ち着かせて、馬車まで運んだことがあることを思い出した。そのときは小さな女の子だったような気もする。

　なぜこのタイミングでそれを思い出したのかがわからない。

「アーレント様は、覚えていますか？」

　馬車に乗り込んでも、彼女はアーレントから離れようとはしなかった。ひしっと彼の腕を掴んで、ずっと胸元に顔を埋めている。

「わたくしは……。前にもアーレント様に助けていただきました」

　彼女の言葉を聞いて確信した。先ほど感じたあの思いも、気のせいではない。

　だからこそ、思い出したのだ。

「もしかして、あのときの……」

「あのとき。アーレント様は、両親が来るまで一緒にいてくださいました」

「だが、あれは。我々騎士団の……」

　そこまで言いかけて気がついた。彼女が男性に触れることができないのは──。

「もしかして、それが原因なのか？」

　ユスティネは何も答えず、ただ掴んでいる腕にしっかりと力を込めてきた。アーレントは黙って彼女を抱き寄せる。




　あれは今から十二年程前になる。

　アーレントが騎士団に入団し、第五騎士団へと配属されてしばらく経った頃だ。

　王都から北側にある小さな村に、はぐれ魔獣が出たと報告があがった。近くの領地からも私兵団が応戦しているとのことであったが、すぐさま第五騎士団が派遣された。

　思っていたよりもはぐれ魔獣の数は多かった。私兵団が言うには、結界の綻びから次から次へと魔獣が攻め寄せてきているとのこと。となれば、結界の綻びを直し、魔獣の侵入を防ぐのが先決である。

　それを魔導士に任せ、騎士は魔獣討伐に専念する。

　彼女は村の教会にいた。負傷した者の治療を施す場に、スミアラ侯爵夫妻と共にいたのだ。

　侯爵は私兵団に指示を出し、怪我を負った者の様子を見ながら必要な治療を指示する。彼女は、その手伝いに訪れていたのだろう。

　まだ大人になりきっていないのに、小さな身体でよく動いていた。

　アーレントたちもその村を拠点とし、魔獣討伐に当たっていた。

　ある日、教会の裏から小さな悲鳴が聞こえた。彼女の周囲には騎士団の人間がいる。さらに地面の上にはいくつかの魔獣の死体が転がっていた。

　まさか魔獣がここまで入り込んでいたのかと思いつつも、何やら様子がおかしい。

『何をしている……』

　アーレントの声に反応したのは、彼女を取り囲んでいた数人の騎士たちだ。だが、彼らは普段と異なる様子であった。

　アーレントは応援を呼ぶか迷った。とりあえず一人でなんとかしようと、彼女を取り囲んでいる騎士の首根っこを掴んだ。

　とろんと意思を失った瞳。

　彼らを彼女から引き離し、手元にあった魔獣用の粉末タイプの睡眠薬を投げつけた。この睡眠薬は魔獣用であるため、人間にはよく効いたようだ。彼らは、重なるようにしてそこに倒れ込む。

『大丈夫か？』

　何が起こったのか。確認せずとも状況を見れば察することができた。アーレントは自分の上着を脱ぐと、それで彼女を隠すかのように包んだ。おずおずと彼女が腕を伸ばしてきたので抱き上げた。アーレントの上着を頭からかぶった彼女はただ静かに泣いていた。

　幸いなことに彼女に怪我はなく、着ていた簡素なドレスを乱暴にされただけだった。

　アーレントがそれを知ったのは、彼女を彼女の両親に預けたあとである。

　彼女に乱暴を働いた騎士たちがどうなったかは知らない。




「わたくしはあれ以降、男性に触れると、息ができなくなって……」

「すまなかった」

　同じ騎士として恥じる行為である。

「アーレント様は、悪くありません」

「だが、騎士団の失態だ。それが原因で、あなたから出会いの場を奪ってしまった」

　あんなことがなければ、彼女は社交界に出て、彼女に相応しい男性と出会っていただろう。

「ですが。そのおかげで、こうやってあなたと共にいることができます。わたくしにとって、アーレント様だけは特別なのです」

　そう言った彼女は躊躇いがちに腕を伸ばし、彼の背を抱きしめた。

　彼女が自分を選んだ理由がやっとわかった。十数年も前から、彼女にとっては特別な存在だったのだ。胸が締めつけられるくらいに、嬉しい。

「今だからわかります。あのときの人たちも、きっと魔獣の体液にやられたのだろうと」

　顔を埋めたまま、彼女は言葉を続ける。

「ですが。あの男は、違いました……」

　あの男──先ほど、庭園でユスティネの腕をがっしりと捕えていた男、イザーク・ロセターである。

「すまない」

　謝罪の言葉しか出てこない。彼女を抱きしめる腕に力を込める。

「間違いなく、俺のせいだ。あの男、イザークは俺の部下だった男だ。だが、やはり俺のような男が団長であったことが面白くなかったのだろう。なにかと嫌がらせはされていたのだが。まあ、特に気にしてはいなかったのだが、あなたを狙ってくるという考えはなかった」

　団長職も退いたし、同じ騎士団であっても接点がなくなったものと思っていたのだ。

　そう思っていたのはアーレントだけであって、イザークのほうはそうではなかったらしい。ユスティネに何をしようとしていたのかはわからないが、今後の彼女への影響も考えれば、物事は穏便に済ませたい。

「アーレント様、口づけをしてくださいませんか？」

　やっとユスティネが顔をあげた。泣きはらした目。浮腫んでいる頬。震えている唇。それを見ただけでも、彼女がどれだけ恐ろしい想いをしたのかが伝わってきた。

「あなたが望むなら……」

「あっ。でも、酷い顔をしています」

　慌てて彼女は顔を伏せようとした。その顎をがっしりと捕え、唇を合わせる。

「……んっ」

　くぐもった声が合わせられた唇の隙間から漏れてくる。

　触れるだけの口づけであるが、すぐには離さず、しばらく彼女の頬を両手で包みこみながら触れ合っていた。

　それでも彼女が息苦しそうに身体を震わせたため、名残惜しいながらも解放する。

　彼女は潤んだ目で、アーレントを見上げていた。

「怖かったのです……」

「あぁ」

「あの男のことを忘れさせてください。わたくしを、アーレント様で満たしてください……」

　涙で濡れた紺色の瞳の奥には、情欲が見え隠れする。

「ユスティネ……。俺は、その言葉の意味を都合よく捉えてしまう。あなたは今、怖い目にあったばかりだろう？」

「だから、あなたが忘れさせてください」

　ユスティネは両手でアーレントの頬を捉えた。彼女自ら顔を近づけ、貪るようにして唇を合わせてきた。

　躊躇いがちに舌で唇を舐め、アーレントの口内へ入ろうとしてくる。たまに見せる彼女の積極的な行いが、彼を煽っていることに彼女は気づいていないのだろう。

　だが彼女にそこまで求められたら、アーレントだって理性の箍が外れてしまう。それでもぎりぎりのところでとどめているのは、ここが馬車の中だからだ。

「……はぁっ」

　合わさったわずかな間からは、彼女の艶やかな声が漏れる。

　カタリと馬車が止まった。

　現実に引き戻された二人は、じっとお互いの顔を見つめ合う。アーレントはユスティネを抱き上げると、すぐさま馬車から降りた。

　出迎えたフレディへの挨拶もそこそこに、アーレントはすぐさま寝室へと向かう。

　優しくユスティネを寝台の上に横たえると、その上に覆いかぶさるようにして彼女を見下ろす。

「後悔はしないか？」

　性急に上着を脱ぎながら、尋ねた。

「しません……。ですが、先に湯浴みを……」

　恥じらうユスティネは、アーレントを掻き立てる。

「そうだな。準備しよう。だが、このようなあなたを他の誰にも見せたくない」







第六章








　ユスティネは、後ろからアーレントに抱きかかえられていた。

　乳白色の液体は肌を隠すほど色が濃い。それでも先ほどから彼の指は、的確に感じる場所に触れている。

「あっ……ンん、それ……だめ……」

　下からすくいあげられるようにして、二つの乳房は彼の手の中に収まっていた。

　すっかりと屹ちあがった二つの先端は、先ほどからぐりぐりと押されたり摘ままれたりしている。そのたびに足の付け根がむずむずとするため、太ももを擦り合わせている。

　耳元からはくちゅりくちゅりと、淫らな水音が聞こえてくる。彼の唇が耳たぶを食み、耳孔に舌を這わせている。

「はぅ……ん……」

　後ろからがっしりと抑え込まれているため、身じろぐことしかできない。

「あなたは、耳も感じるのか？」

　低い声がさらに煽り立てる。

「あぁ…………やめっ」

　顔中に熱が集まるほど、恥ずかしい。

「やめない。俺で満たしてほしいんだろう？」

「んっ」

　彼の声を聞くたびに、背筋がざわざわとする。自ら望んで彼を誘ったはずなのに、今は羞恥によって全身が包まれている。

　右の膨らみを弄っていた彼の手は、脇腹をなぞりつつ足の付け根へと下りていく。きゅっと閉じている足の間に、その手が辿り着いた。

「足を広げて……」

　恥ずかしくて隠しておきたいのに、それでも触れてほしいとさえ思う。頬を赤らめながら、言われるがまま足を開いた。

　彼の指が秘部に触れる。

「濡れてる……風呂の湯ではないな」

　湯船の湯が跳ねる音で、淫らな粘着質な音はかき消されていた。

「やっ……広げないで。お湯が……入っちゃう……」

　彼の愛撫から逃げるかのように、身体をよじる。だが、しっかりと彼の指は厭らしい襞を捉えては、撫で上げる。

　だが、その卑猥に動く指が止まった。

　アーレントはいきなりユスティネを抱き上げると、湯船から立ち上がる。

「このままではのぼせてしまう」

　そう言った彼の顔のほうが、真っ赤に茹で上がっていた。バシャンと大きく湯を弾き、湯船から出る。

　ユスティネの足の間からは、少しだけ温かなものが流れ出た。

　浴室の扉を開ければ、白い湯気が床を這うようにして通路へと広がっていく。浴室からはそれぞれの私室と寝室へ繋がっている。

　途中、アーレントはバスタオルを乱暴に掴み、ユスティネの身体を覆った。

　床が濡れるのもかまわずに、彼は真っすぐに寝室へと向かい、大きな寝台の上に彼女を仰向けに下ろした。アーレントは寝台の脇の小さな丸テーブルの上に置いてある水差しからグラスに水を注ぎ、一気に飲み干す。続けて二杯目をグラスに注ぐが、そのままユスティネに口づけてきた。

「んっ……」

　彼が与える水を嚥下する。それは思っていたよりも冷たくて、喉の熱を奪い去りながら流れていく。

「もっと、飲むか？」

　彼の言葉に首を横に振る。

　夜気によって、火照った身体の熱は奪われつつある。

　身体の上には、申し訳程度にバスタオルが一枚かけられているが、部屋は魔導灯の明かりで煌々としていた。

　寝台の隣に立つ彼の裸体。緊張と期待が高まり、上から下まで視線を這わせると、ある一点に目を奪われる。

「あまり、見るな」

　アーレントはユスティネの視線の先を捉えたようだった。

「明かりを……消してください」

「承知した」

　彼は彼女の要望を聞き入れるため、寝室内の魔導灯の明かりを弱める。

　再び寝台へ上がると、ギシリといつもより大きく軋む感じがした。

「真っ暗ではあなたが見えない。このくらいは許してほしい」

　室内はセピア色に照らされ、お互いの姿もほんのりと認識できる程度だ。

「ユスティネ……」

「アーレントさま……」

　胸の上のバスタオルを手繰り寄せる。すべてをさらけ出すのが怖い。だけど、彼と一つになりたい。そのような絡まり合った複雑な気持ちが、心臓を速く打ちつける。

「今日はもう……遠慮はしない。あなたを俺のものにしたい。あなたを傷つけるのではないかと思って、耐えていたが……もう、限界だ」

　ユスティネはコクリと頷いた。

「どうかわたくしを……あなたのものにしてください」

　両手を広げて、アーレントの首筋に手を回す。それがユスティネなりの、彼を受け入れようとする心意気でもある。

　彼の手はがっしりと彼女の頬をつかまえているため、与えられる激しい口づけからは逃れられない。

　息もできぬほどの荒々しい口づけは、呼吸の仕方さえ忘れてしまうほど。鼻で息をしろと言われてはいるが、それすらままならなかった。

「んっ……はぁっ……ん、ん……」

　口づけの合間に息を求めると、鼻から抜けるような甘い声が漏れる。

　彼は執拗に舌を絡ませてくる。息苦しくて喉のほうに逃げようとしても、すぐさま彼は逃げた舌を捕らえ、絡め、撫で上げる。上顎の柔らかい部分を舌先でつんつんと触れられれば、また身体の中心から新たな熱が生まれる。

「ふぁっ……」

　アーレントはやめない。執拗なまでに口腔内を犯し、自身で満たそうとしている。

　口を閉じることすらできないため、飲み干すことのできない唾液は、口の端から漏れ出してくる。

　うまく呼吸もできず、頭はぼんやりと靄がかかってきた。彼は唇を解放したものの、そのまま首元から鎖骨に手と舌を這わせながら、二つの膨らみを目指している。

　肌を隠していたバスタオルは乱暴に剥ぎ取られ、はらりと寝台の下に落ちていく。

　荒れた呼吸を整えることしかできない。

「んっ……」

　胸を硬くて大きな手で包まれた。

　すっかりと膨れ上がった先端は彼の舌先で転がされ、身体がピクリと反応する。

「ん……んんっ」

「こんなに硬くなって……美味しそうだな」

　彼が何か言葉を口にすると、こぼれた吐息が濡れた先端を刺激する。ぞくぞくとした感覚が背中を走り抜けて身体を反らせば、彼に胸を突き出したような形になってしまう。

　アーレントは、わざと音を立てながら、乳房の下から下腹部にかけてたくさんの口づけを落としていく。きつく吸われた場所には、赤く跡が残った。

　腹の奥が、かっと熱くなる。太ももをきゅっと閉じ、熱を鎮めるかのように擦り合わせる。すぐさま、その場所に彼の手が伸びてきた。

「ぐずぐずじゃないか……」

　そうやって身体の変化を彼が口にすると、羞恥の色に染められる。

「やっ……」

「でも、あなたの身体は嫌だとは言っていない」

　些細な抵抗のつもりで閉じていた足は、彼の手によってやすやすと開かれてしまった。さらにその間に身体を割り入れてきたため、足を閉じることはできない。

　アーレントは秘部に顔を近づけた。ざわりとした快楽の波紋が生まれる。

　彼は指で花びらをなぞったあと、両脇に伸ばし隠れた蜜口を開いた。そこを舌でぺろりと舐める。

「あっ……んっ……」

　背中を反らしてぎゅっとシーツを掴む。下腹部がじんじんと熱を帯び、そこから何かがせり上がってくる。

　くちゅくちゅと水分を孕んだ音が聞こえる。胸が締めつけられるほど恥ずかしいと思いながらも、彼の与える快楽に身を任せる。

　彼の舌は、蜜孔の上にある突起をつついた。

「ひゃっ……ん、ん……」

　背筋に甘い疼きが走り、おもわず喉を仰け反った。

「ああ、やはりここがいいんだな」

　足の間からひょこっと顔を出したアーレントは、指でそこを弄り始めた。押し寄せる悦楽に身もだえしている彼女を、恍惚とした表情で見下ろしている。

「やっ……だ、だめっ」

　ぷくっと膨れ上がった陰核を、執拗に指でぐりぐりと円を描くように弄り続けている。

　下腹部に溜まった熱がずきずきと脈打ち始めた。このままでは、おかしくなってしまう。何度も味わったあの快感に期待が高まっていく。

「んっ……あぁ……。や、やっ……」

　懇願するかのように、首を左右に振る。象牙色の髪は乱れ、しっとりと汗ばんだ額に張りつく。

「達いきなさい」

　そう口にしたアーレントは、再び足の間に顔を埋めて淫核に舌を這わせる。たっぷり唾液を含ませて愛撫をし、最後に唇で食んだ。

　彼によって徐々に高められていた身体は、その刺激によって大きく震える。

「あっ……ああぁつ」

　一際淫らな声をあげたユスティネの腰が浮いた。

　パンと頭の中が弾け、快感によって脳内が白く染まる。どくんと新しい蜜が溢れ出し、余韻に下腹部がひくひくと小刻みに揺れる。

　とろんとした表情で目の前のアーレントを見つめる。

　ぺろりと唇を舐める様子が、酷く艶めいていた。彼の唇を濡らしているのは、間違いなくユスティネの愛液である。

「俺は早く、あなたと一つになりたい……」

　その言葉で彼の下腹部に視線を向けると、雄々しくそそり立つ男根がある。

　目が慣れてしまったためか、仄かな明るさでも目に入ってしまったのだ。先ほど見たときよりも、一回り大きくなっているようにも感じる。腹につきそうなほど反り返っており、尖った先端はぬめぬめと光っていた。

「あまり、見るな……」

　ごくりと喉を鳴らす。初めて見た彼のものは、想像していたよりも大きく立派なものだった。今まで見せようとしなかった理由が、なんとなくわかったような気がした。

「もう少し、解すぞ」

　その言葉に期待と恐れを感じ、両手を伸ばして彼の背に手を回す。満足そうに微笑んだアーレントは、ユスティネの胸に顔を近づけ、乳首をぺろりと舐めた。

　絶頂の波から戻ってきたばかりであるため、それだけでも再び熱が体内にこもり始める。

　彼は下腹部へと手を這わせ、薄い茂みを掻き分けて簡単に淫芽に触れた。

「んっ……そこは、だめ……」

　また恐ろしいほどの気持ちよさがせり上がってくる。

「あなたの身体は駄目とは言っていない」

　敏感な突起に触れながら、蜜穴の入り口もこすられる。

「あっ……ん」

　ピクッと身体が跳ねた。軽く達してしまった。

　彼の愛撫によって、断続的に絶頂の波が押し寄せてくる。

「あっ……あ、んん……」

　アーレントに何かしら文句を言いたいのに、口からこぼれるのは喘ぐ声だけ。

「あなたは、喘ぎ声すらつつましい」

　そう言って笑った彼は、ちゅっと額に唇を落とす。と同時に、くぷっと中に指を入れられた。

「ひゃっ……」

　おもわず身をよじる。

「気づいているか？　すでに俺の指を美味しそうに咥えている」

　くちゅくちゅと淫猥な音が部屋に響く。

　まだ彼自身の熱い熱を受け入れたことのない場所だが、こうやって弄られるのは初めてではない。中の襞をこすられるたびに身体の奥が熱を溜め、彼を欲し始める。

「くっ……。駄目だ……。俺のほうが我慢できない。早くあなたに入りたい」

　ユスティネは彼の背に回している腕に力を込めた。

「今まで……なぜ……？」

　何度もこうやって身体を貪りあってきたのに、身体を重ねたことはなかった。それが不思議だった。

「あなたを大事にしたいから……」

　アーレントは、一度蜜洞から指を抜くとユスティネを力強く抱きしめ、激しく唇を奪った。恥丘に硬くて熱いものが押しつけられる。

　驚いて腰をひくものの、逃げ場所はない。怖い。だけど、彼が欲しい。

「ふっ……あっ」

　陰唇に彼の先端が触れる。

「挿れてもいいか？　それとも、もう少し解すか？」

　どちらも背徳的な言葉に聞こえたうえに、選択を迫られるとは思っていなかった。

　彼なりの優しさのつもりなのか、いじわるのつもりなのか、それすらよくわからない。望みを口にするのも悔しいとさえ思えてくる。

「あなたが、欲しい……」

　それが自分なりの彼を受け入れる最大限の言葉だった。トクトクと心臓が音を立てている。彼の琥珀色の瞳を真っすぐに見つめた。

「承知した」

　彼が己の象徴に手を添える。その仕草ですら、情欲を感じた。もしかしたら、隠されていた雌としての本能なのかもしれない。そう思えてしまうほど、今は彼が欲しい。

　熱い切先が入口に触れた。彼の指がそこを確かめるかのように、周辺をゆっくりと撫でまわしている。だが、今までとは違う太くて熱いものが、中を広げるかのようにして押し入ってきた。

「あ、あぁっ……」

　押し寄せる圧迫感に身体が強張り、彼の背に爪を立てる。

「くっ……力を抜け……」

　彼の手が伸びてきて、両手で乳房を揉み始めた。

「あ、んんっ……」

　突然の甘い刺激に、身体の力がふっと抜ける。その瞬間、彼の腰がぐぐっと進んできた。

「すまん、一気にいく」

　ずん、と熱いものが押し込められる。

「あぁっ……ああああっ」

　アーレントによって膣内が埋め尽くされた。彼と繋がった部分はじくじくと痛む。

「奥まで入った。痛むか？」

　優しく髪を撫でられるが、涙をこらえてこくこくと首を縦に振ることしかできない。

「しばらく、こうしていよう」

　彼の熱い吐息が素肌に触れる。

　ユスティネも彼を抱き寄せ、その首に顔を埋めた。しっとりと汗ばむ肌に触れると、彼の匂いも強く感じる。

「もう……大丈夫、です……」

　痛んだ結合部は、次第に落ち着きを取り戻しつつある。それよりもその奥が彼を求め始めている。埋めていた顔を上げ、彼を見上げる。

　その顔は苦しそうに、微笑んでいた。

「動いてもいいのか？」

「は、はい……。お望みのままに……」

「くっ」

　唇を噛みしめたアーレントは、ゆっくりと腰を動かし始める。奥までは届かず、入口までも届かないような中途半端な位置でゆるゆると動き出す。

「痛むか？」

「大丈夫、です……」

　その動きも彼なりの気遣いだったようだ。初めては痛む。そういった知識はお互いにあった。なによりも、教本があるのだから。

　彼は動きながら、乳房を両手で包みさわさわと揉みしだきながら、たまに先端を摘まみ上げる。それによって痛みは心地よさへとかわり、身体を満たし始めた。

「とろけた顔になっている……」

　溜まった涙を拭うかのように、目尻に口づけを落とされた。

「すまない、俺も限界だ……」

　腰をあげるように高く掴まれた。中の肉棒が、襞をこすりながら行き来する。奥までずんと突き上げ、こぼれるほどぎりぎりまで引き抜く。

「あっ……ああっ……」

　もう痛みは感じない。彼が与えるすべての悦楽に身を任せる。

「ユスティネ……。気持ちいいか？」

「んっ……」

　彼への想いで胸が締めつけられる。あれほど怖いと思っていた男性のなかで、彼だけは特別だった。

　結婚はあきらめ、修道院へ行くことも考えていた。そこに舞い込んできたのが、彼との縁談だ。なぜ彼が望んでくれたのかがわからなかったが、嫁ぐであるなら彼がいいと思っていた。

「や、ん、んっ……」

　彼が動くたびに、ユスティネの身体も震えた。腹の奥から、じわじわと快感が沸き起こってくる。

　真剣な眼差しで腰を振る彼の額には汗が光り、前髪がぺったりと張りついていた。

　彼が求めている。その気持ちに応えたいのに、与えられる快楽に身悶える。

「やぁっ……あ、あぁ……」

　再び大きな波がやってきた。また高みへと導かれる。同時に自分を見失ってしまいそうな不安にも襲われた。心と身体がばらばらに引き離されてしまうような感じがする。

　彼を掴んでいる手に力が入る。

　彼のものが臍裏の襞肉をこするたびに、肌は熱を帯び、目尻に涙がたまる。だが、それは届きそうで届かないような、もどかしい思いでもあった。

「ユスティネ……」

　熱を孕んだ声で名を呼ばれただけで、幸福な気持ちに包まれる。

「はっ……んんっ……」

　答えたいのに、口から漏れるのは甘い声だけ。だらしなく口は開き、はくはくと息を吐く。

「初めてだろうから、こちらも……」

　アーレントの指が、繋がっている少し上にある淫核に触れた。その場所は溢れる蜜で滑っている。

　閨ごとの教育担当なだけあり、そういった知識はユスティネよりもあるらしい。

「……んっ……あ、あぁっ……。一緒に、しないで……」

　今までよりも強い刺激が身体中に走った。

「アーレント、さま……」

　その名を口にすると、ユスティネの奥が震えた。快感を突き詰め、高みに達する。

　彼の腰の動きは強くなり、パツンパツンと乾いた打擲音が響く。

「ユスティネ……」

　アーレントが、ぐぐっとその肉棒を奥へと密着させてきた。どくどくと熱いものが弾け、腹の中を満たしていく。放たれたものがこぼれぬようにと、彼はさらに腰を押しつけ、ユスティネに覆いかぶさった。

「ユスティネ」

　熱い吐息と共に、火照った声色で名を呼ばれた。また胸が苦しくなる。

「アーレント様、好きです……」

　彼の背に回す両腕に力が入り、彼を抱き寄せる。

　アーレントは、彼女の目尻から溢れ出した涙をペロリと舐め上げた。

「……やはり。俺には無理だ」

「何が、ですか？」

　このような弱気を口にする彼は珍しい。

「このように可愛らしいあなたを、他の奴には見せたくない。いくら相手が王子で子どもであったとしても、絶対に嫌だ」

　いつもユスティネを気遣う彼の口調とは異なり、どこか子どもっぽさを感じた。

「わたくしも……。アーレント様以外の前で、素肌を晒すのは、ちょっと……」

　まして結合している行為は閨事であり、人前で晒すようなものではない。

　そのための教育といえばそうなのだが、何も本番を見せる必要はないのではないかと思えてくる。

「教育担当を降りる」

「ですが……」

「あなたは、何も心配する必要はない。俺がなんとかする」

　その言葉が胸に染みた。彼の身体に自身の身体をひたっと密着させるが、埋もれたままの彼がひくひくと反応を始めていた。

「アーレント、様……？」

「あなたが可愛らしいからだ。俺だけのユスティネ。俺はあなただけを愛したい」

　熱気を孕んだ吐息と共に、アーレントは再びユスティネを愛し始める。





◇◆◇◆　◇◆◇◆






　アーレントはサロモンの執務室を訪れていた。その眉間には深く皺を刻んでいる。

「何かあったのか？　アーレント殿」

　向かい側に座っている彼は、楽しそうに笑っていた。

「例のジェニース殿下の教育の件だ」

「ああ。あと四日後だ。よろしく頼むよ、カスキネン教官」

「断る」

　アーレントの言葉に、サロモンはこめかみをびくっと動かした。

「俺に、ジェニース殿下の閨教育は無理だ。他の者に頼んでほしい」

「四日前になって心変わりした理由を、私には聞く権利があると思うのだが？　この時期に代わりの者が見つかると思っているのか？」

　淡々と話す彼の声色には、怒気が含まれている。同じことをアーレントが部下から言われたら、間違いなく声を荒らげる。

「教本をなぞる教育はできる。だが、本番は無理だ」

　アーレントもサロモンの雰囲気に呑まれぬよう、眉間に皺を刻んだ。

　サロモンも鋭く目を細くすると、アーレントを眼鏡越しに見つめてくる。ぎりっと互いの視線がぶつかり合う。

　先に目尻を緩めたのはサロモンだった。

「教本をなぞる教育ができるのなら、何も教育担当を降りる必要はないだろう。何を心配している？」

「だから。本番は無理だ」

「本番？　本番とは何を指している？」

　どうやら、サロモンと会話がかみ合っていない。渋々とアーレントは、上着の内側に忍ばせていた一冊の教本を取り出した。これは教育者の記録簿である。こうやって内側に忍ばせることができる大きさだ。

「こっ……行為を、見せるのではないのか？」

　アーレントは、サロモンの目の前で該当の頁を広げた。彼は眼鏡を押し上げてから、それを受け取った。

　読みながら、眼鏡の位置を調整する仕草がわざとらしい。

　記録簿を確認し終えたサロモンは、困ったように左手で口の周りを大きく覆った。いや、笑いをこらえているようにも見える。

「アーレント殿。この記録簿だが……。この頁だけ、筆跡が違うと思わなかったのか？」

「なんだと？」

　サロモンに指摘され、アーレントは彼から記録簿を奪った。記録簿は紙を綴じ紐で閉じていく形であるため、頁の削除や追加が容易に行えるのだ。

「そう言われると、他の頁と違うように見える……」

「違うように見えるのではなく、違うのだよ」

　くくっと、サロモンは笑った。

「どうやら、誰かがそういった事実があったように見せかけるために、あとから付け足したようだ」

「誰かって……誰だ」

　アーレントは顔に熱をためながら、強く言い放つ。

「その筆跡。私にはよく見覚えがあるものだ」

　宰相であるサロモンの見覚えある筆跡となれば、彼に近しい者だろう。

　閨教育は誰のご指名だったか。誰に閨教育をするのか。

「また、あいつか……」

「その言葉は聞かなかったことにしておこう」

　ははっとサロモンは笑っていた。

　アーレントは、ギリギリと奥歯を噛みしめる。

「念のため伝えておくが。ジェニース殿下の前で行為は見せつけなくていいからな。まだ刺激が強すぎる」

　サロモンの言葉に、こめかみが震えた。




　アーレントが屋敷に戻ると、ユスティネがいつものように「お帰りなさい」と出迎えてくれた。だが、その様子はどことなくそわそわとしている。

　フレディに上着を預けると、ユスティネを連れて部屋へと戻る。

「アーレント様。あの、教育の件は……」

　彼女がそわそわとしていたのは、それが原因だ。

「あの話は……。騙されたんだ、くそっ」

　アーレントが悪態をつくと、ユスティネは大きく目を見開いて見上げてきた。

「騙された？」

「ああ。あなたも見ただろう？　これだ」

　アーレントが差し出した例の記録簿を、彼女は両手で受け取った。紙をめくる音がかさりかさりと響く。

「この頁だけ、筆跡が違うだろう？」

　サロモンに指摘された内容を、ユスティネに告げる。すると彼女は、前の頁とその頁をかわるがわる確認する。

「言われてみますと、そうですね。どうして？」

「その頁は陛下が書かれたものだ」

「陛下が？」

「ああ」

　アーレントはその頁だけ破ると、クシャっと音を立てて丸めた。

「こうやって陛下は、俺を騙して楽しんでいる」

　ユスティネは大きく目を見開いたままだった。だが、ユスティネの手が伸びてきて、優しく頭を撫でる。

「人を騙すのは、褒められたものではありませんが。こうやってアーレント様と触れ合う機会を作ってくださったので、少しだけ感謝をしております」

　ユスティネにこうまで言われてしまったら、アーレントも肩透かしを食らったようなものである。今まで腹の底にたまっていた怒りも、流れ出ていってしまう。

「あなたは、いつでもそうやって前向きなんだな」

　ユスティネの頬に手を添える。すると彼女は見開いていた目を、そっと閉じた。艶やかな彼女の唇に、自身の唇を押し当てる。

「んっ……」

　鼻から抜けるような彼女の甘える声に、背筋がぞくりとした。離れたくはないが、これ以上の口づけは理性の箍が外れそうである。

「ユスティネ……。身体は大丈夫か？」

　そう問えば、彼女は頬を染め上げて「だ、大丈夫です」と答える。

「では、今夜も頼む。俺の奥様」

　耳元でささやくと、彼女は恥ずかしそうに顔を伏せた。







エピローグ








　アーレントは週に一度、ジェニースの閨教育を担当していた。大人になりきれていない彼は、恥ずかしそうに顔を染めながらも、アーレントとユスティネのことを聞きたがる。

　どうやって出会ったのか。どこが好きなのか。なぜ結婚をしようとしたのか。

　両親に聞いても教えてくれないと文句を言いながら、アーレントに尋ねるのだ。

「だけど、夜のあなたがこのように厭らしいことは、絶対に教えていないからな」

「んっ……あ、ん……」

　下から突き上げると、彼女の豊かな胸はふるふると揺れる。目に毒なので、唇でぱくりと食むと彼女の中に埋もれている熱杭は、きゅっと締めつけられる。

　ユスティネは後ろから抱くよりも、向かい合って抱き合うのを好んでいた。顔が見えないのが不安だと言う。だから今も向かい合って彼女を上に乗せている。

「子を望む行為は……尊いものだと……」

「ひゃっ……」

　剛直を咥えながら小さな身体を懸命に揺する姿は、健気でありながら艶めかしく、いつもそのギャップに翻弄される。

　アーレントの首に両手をかけ、必死に快感を逃れようとしているのか、さらに感じようとしているのかはわからない。

「あっ……んんっ」

　奥の奥を突き上げると、苦しそうにも見えるような恍惚とした表情を見せる。溢れ出す声もささやかであるため、彼女が行為をどう感じているのかもわからない。

　それでも身体は正直だ。胸をのけ反らせて、ふるふると震え始めれば達した証拠である。中の襞はうねって雄杭に絡みつき締め上げる。

「くぅっ……」

　アーレントは、ユスティネの身体を抱く腕に力を込めると、どくどくと白濁を注ぎ込んだ。

　すっかりと敏感になった彼女は、くたりと頭を預けてくる。小刻みに熱い息を吐き、呼吸を整えようとしている。

「水でも、飲むか？」

　落ち着いた頃合いを見計らって、声をかけると潤んだ目で頷く。

　繋がりを解放すると、注ぎ込んだものがくぷっと溢れ出した。

　近くのテーブルに手を伸ばして水差しからグラスに水を注ぎ、彼女へと手渡す。

「ふぅ……」

　頬を赤らめながら水を飲む姿すら、愛おしい。

「アーレント様……。その……あまりジェニース殿下に、わたくしたちのことを言わないでください」

　ぷっと頬を膨らませて、抗議し始めた。

「なぜだ？」

「だって、恥ずかしいじゃないですか」

「何も恥ずかしいことはないだろう？　俺がどれだけユスティネのことを愛しているかを伝えているんだから」

「それが恥ずかしいんです」

　飲み終わったグラスを乱暴にアーレントに押しつけると、彼女はくるりと背を向けて寝台に横になった。

「ユスティネ……怒っているのか？」

　その態度は、端から見たらそう見える。

「怒ってません。ちょっと、疲れただけです」

「す、すまない……。今日も、無理をさせただろうか？」

　同じように寝台に横になり、彼女を後ろから抱きしめる。彼女はその手に自分の手を重ねた。

「自覚があるなら、おやめください」

　また冷たい一言が返された。

「どうも、ユスティネを前にすると歯止めが利かないようだ。だから、自慢したくなる」

　もう、とあきれた声が聞こえてきた──。




　毎朝、手を繋いで庭の散歩をする。それが日課となってから半年が経った。

　季節はゆっくりと移ろい、昼間の日差しもだいぶ和らいだ頃、朝の風は次第に冷たくなっていく。

　それでも二人は、手を繋いで散歩をする。

「そろそろ、朝の散歩はやめたほうがいいな」

　中継点の東屋ガゼボで、アーレントはそう言った。

　彼を見上げてユスティネは問う。

「どうしてですか？」

「身体を冷やすのはよくないだろう」

　アーレントは後ろから彼女を抱きかかえ、そっと腹部に手を当てる。

「まだ、気が早いですよ」

　首を傾げて彼を見上げると、ユスティネはにっこりと微笑んだ。


【完】









あとがき








　はじめまして、澤さわ谷たに弥わたると申します。普段は小説投稿サイトで異世界恋愛ものを中心に、全年齢作品からＴＬ作品まで好き勝手お話を書いています。

　このたび、光栄なことに新レーベルを創刊するとのことでお声がけいただきました。

　「現代ＴＬ作品は書けませんので……」とお断りしようと思ったのですが、まさかの新レーベル。

　新レーベルとなるとレーベルの情報がない。傾向がわからない。どんな話がいいのだろう？　といくつか案を出して採用されたのが本作品です。ヒーローもヒロインも魔法を使わないし、ただイチャイチャしているだけなのに、なんとなくファンタジー。そんな世界観です。楽しんでいただけましたでしょうか。

　最後に謝辞を。

　フミマロ先生。素敵なイラストをありがとうございます。

　担当様。当時、商業デビューもしていない私を見つけて声をかけてくださいまして、心からお礼を申し上げます。

　最後にこの作品を手に取ってくださったみなさま。本当にありがとうございました。

　次の作品でもお会いできますように。






澤谷弥
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２０２２年『クビになった聖女ですが、嫁ぎ先で真の力が目覚めたので第二の人生は幸せです なぜか辺境竜騎士様の溺愛が止まらないのですが！』（スターツ出版）でデビュー。
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～褒ほう賞しょうとして授さずけられた結けっ婚こんでしたが、独どく占せん愛あいで充みたされました～



2023年10月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　澤谷弥

■イラスト　フミマロ

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Wataru Sawatani ©Fumimaro








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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